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国際金融機構の中心国の資格と条件
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4.各 種規制 の緩和 ・撤廃
6・ イソ フラス トラ クチ ュアー の整備
&中 心 国の国民性 について
ま え が き
国際間の決済や貸借(投 資を含む)を,世 界のあ る特定 国の通貨を国際通貨 と
して用い,そ の国で集中的に行われ る国際信用機構について,そ れが うま く円
滑に運営 されためには,ど の よ うな諸条件が必要であるかを深 く慎重に検討す
ることは,こ れ までの第一次世界大戦前の国際金本位制下におけ るイギ リスを
世界の中心国 として,ポ ン ド本位体制の下でq),国 際間の決済 ・貸借が うま く
運営 されてきた諸条件 と,ま た第一次世界大戦を通 じ,イ ギ リスが中心国 とし
ての地位を」部分アメ リカに譲 ることに なった理 由を明 らかにす ることを助け,
2 商 経 論 叢 第21巻 第2号 (145)
更に,ア メ リカが 中心 国 として のいか な る条 件 を達成 した こ とに よ り,地 位 を
確立しつつ も,世 界の唯一の中心国 としての地位確立に及ばなか った諸理 由を
追求す る上で,役 に立つ基礎研究 と考えてい る。
さ らにs第2次 世 界 大 戦後sア メ リカがいか な る諸 条件 を充 足 した ことに よ
り,世 界 の唯 一 の中 心 国に な り得 たのか,ま た,1971年8月 の ア メ リカ大統 領
の新経済政策の声 明の中で,金 と ドルの免換停止に よるIMF体 制の崩壊に も





















































●産油5か 国(サ ウジア ラビア,イ ラン,イ ラク,
ベ ネズエ ラ,ク ウェー ト),59年2月 お よび60年8
月の メジャー ズの公示価格引下げfy対 抗 しOPEC
創設。
○テヘ ラン協定成立(2/14}湾 岸6か 国 と メジャー
ズ との間で公示価格の引上げお よび今後の値上げ
スケジュールを決定)。
・1971 .2.15よ り一律35セ ン ト/バ ー レル引上げ 。
・71.6.1に2.5%十5セ ソ ト/バ_yル 引上げ 。
・73～75年 の 毎年1月1日 に2 .5%+5セ ン ト/
バー レル引上げo
Oテ ヘ ラソ協定 適用。
●ジ ュネーブ協定成 立(ニ クソンシ ョックに伴 うド
ル減価 に対処 し,テ ヘラン協定を補足す る形で公
示価格引上げ,同 時に今後の引上げ方式を決定)。
・1971.1.20よ り8.49引 上げ。
・各年の3 ,6,9,12月 の各1日 に,米 ドルを除





変動 の経験か ら,通 貨変動 に対 しよ り敏感かつ迅




























































●湾岸6か 国閣僚 委員会(於 テヘ ラン)決 定に基づ
く一方 的値上げ。
●湾岸6か 国閣僚委員会(於 アブダビ)決 定に基づ
く値下げ。




●アブダ ビ』総会(78/12)決 定に基づ く一方 的値上
げ,同 時に79年 中の四半期毎の4段 階値上げ(通
算+14.5%,年 間平均+10%)を 決定。
●ジュネーブ臨時総会(3月)決 定に基 づ く一方的
値上げ,同 時に各国個別 のマー ケッ トプ レミアム
を承認。
○ジュネーブ総 会(6月)定 決 に基づ く一方的値上
げ,最 高2ド ル/バ ー レルのマーケ ットプ レミア
ムを容認す るほか,従 来 同様 油種間格差 も容認す
るが,最 高価格は23.5ド ル/バ ー レルで頭打ち。
サ ウジアラビアのみ6月1日 に遡及実施。その他
諸国は7月1田 実施。
●サ ウジアラビア,カ ラカス総会(12月17日 ～20日)
に先立つ12月3日 に独 自の遡及値上げを発表。
●ヵラカス総会(79/12),80年1月1日 以降の価 格
合意をみ るに至 らず,サ ウジアラビア1月28日 に
遡及値上げを発表,OPEC各 国 もこれに追随。
●サ ウジアラビア5月14日 に独 自の遡及値 上げを発
表。
注(1}OPECCAnnualStatisticalBuUetin」f石 油 連 盟r石 油 資 料 月 報 」,石 油 春 秋 社 「石 油 便 覧 」,
日本 石 油 コ ン サ ル タ ン ト社 「世 界 石 油 史 年 表 」,日 本 銀 行 調 査 局 資 料 等 か ら作 成 。
(2}価 格 は1974年11月 ま で は 公 示 価 格(PostedPrice),75年10月 以 降 は 公 式 販 売 価 格(0伍cial
SellingPrice)に よ る(ラ ス タ ヌ ラ港 渡 しf.o.b.)。
{3)湾 岸6か 国 とは サ ウ ジ ア ラ ビ ア,イ ラ ン,イ ラ ク,ク ウ ェ ー ト,ヵ タ ー ル お よ び ア ラ ブ 首
長 国 連 邦 。
(4)日 本 の 輸 入 原 油 通 関 単 価(c.i.f.べ 一 ス)
1978/12月1979/3月6月9月12月1980/3月
ドル/バ ー レル13.714.617.322.125.43L8
前 年 同 月 比(%)-1.0十5.9十26.1十60。6十85.2十117.1
{5}〔 参 考 事 項 〕(213ペ ー ジ)参 照 。
国 際 比 較 統 計 日 本 銀 行 統 計 局 昭 和55年p.154.
4商 経 論 叢 第21巻 第2号 (X43)
は 国際 通貨 とし て圧 倒 的 な基 準 通 貨 と して,ま た決 済 通貨(取 引通貨)と し て,
準備 通 貨 として,さ らに 介 入通 貨 として,圧 倒 的強 さを誇 って い る。 とは
言 え,ブ レ トン ウ ッズ協定 の成 立 以来,時 の経 過 と ともに ドル の強 さ,中 心 国
ア メ リカの地 位 に,大 きな変 化が 潜 在 して きて い るけ れ ど も 。
IMF体 制 の崩壊 の原 因に つ い て は,こ れ まで 専門家 の間で 大い に議 論 され
て来 た とは言 え,こ こで は 中心 国 として の ア メ リカが,ど の よ うな資 格 と条件
を喪失 した こ とに よ り崩 壊 に至 ったか を 追 求す る こ とは,こ れ まで とは別 な観
点か らの原 因 の追 求で あ りs有 意 義 な こ とと考 え てい る。
す なわ ち,金 と ドル の交 換停 止 は,爾 後 の世 界経済 に深 刻で 困難 な数 々の問
題 を引 き起 こす こ とに な った根 本 的原 因 と考 え てい る。なぜ な らば,ド ル の減価
は,オ イル シ ョックに 象徴 され る産 油国 に よる原油価 格 大幅 引 き上 げ を もた ら
し(表1),そ の こ とが非 産 油 国の 国際収 支 を 急速 に著 し く悪 化 させ(表2),ま
た,国 内経済 を もマ イナス また はゼ ロ成長 へ と悪 化 す るに至 った(表3)。 この
よ うな状 況 の 中で,西 欧主 要 先進 国 をは じめ とす る各 国は,国 内 景気 を回 復 さ
せ るた め,財 政 政策 に よ る大 幅 な スペ ソデ ィソ グ政策 や,割 引歩 合政 策や,公
開市場 操 作 を中 心 とす る金 融 緩和 を 通 じ,金 融 コス ト引 き下げ に よ る内需 拡 大








1974年 1975 1976 1977





常 収 支 尻
○貿 易 収 支 尻
○貿 易外収支尻
○移 転 収 支 尻
本 収 支 尻
長 期 資 本




























































フレー シ ョソ と称 す る不況 下 で の イソ フレの昂進 を 招 き(表5)
,ま た,各 国政
府 の 巨額 な財政 赤 字 を累積 させ る こ とに な った(表6A・B)。
この よ うな状況 で の1979年 の 第二 次 オ イル シ ョ ックに よる再 度原 油価 恪の 引
き上 げに直 面 した各 国 は,こ れ まで の よ うな財政 ・金 融 政策 へ の指 向 を断 念 し,
財政 収 支を 出来 る限 り均衡 させ るべ く行政 改 革 に よる財 政 引 き締 め を行 ない,
イソ フレの一層 の昂進 を抑 制す ぺ く施 策 し,ま た,金 融 市場 に おい て 巨額 な財
政 赤 字 の補填 のた め,政 府 が大 きな資金 の取 り手 に廻 ったた め,需 給 バ ランス
か らも・ 高金 利 時 代 の到 来 をや む な し とした(表4) 。 さ らに,金 融 市場 に おい
て は,ク ラ ウデ ィソ グア ウ トを 引 き起 こし,ま た,高 度 通信 情 報網 の ハ イテ ク
技術 に支 え られ・ 高金利 金 融商 品 の創造 を通 じ,金 融機 関 相互 ・証券 会社 との
競 争 を激化 させ,金 融 自由化 の 風潮 が,内 か ら も,ま た,諸 外 国 との競 争上 の
点か ら も・ さ らに 我 国の場 合,貿 易摩 擦 問題か ら波 及 し(59年6月 以来の)日 米
円 ドル 委員 会 に象徴 され る各 種規 制 の緩和 ・撤 廃 へ の強 い要 求 もあ り,大 い に
急速 な 自由化へ の 進展 が英 米 に次 ぎ注 目され る と ころ であ る。 他 方s原 油価 格
の引 き上げ はs各 国に 省 エ ネル ギーや エ ネル ギー の代 替化 を促 しa世 界経 済 の
不況 と相 俊 って・ 原 油 消費量 の低下 に よ り産 油国経済 を も悪化 させ,ま た,高
金 利時 代 の到来 は,NICsを 中心 とした 高度成 長時 代 に逸 早 く工業 国化 へ の転進
(単位:百 万SDR)
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1総 合 収 支L==151・1-[」 望」 狸 ・-d一 哉82・1
(140) 国際金融機構の中心国の資格と条件7
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○経 常 収 支 尻
資
誤
○貿 易 収 支 尻
○貿 易外収支尻










































































○経 常 収 支 尻
○貿 易 収 支 尻
○貿 易外収支尻






























































総 合 収 司 _....15,7431刊2,1・211β33 5,(・66一
注(1)IMFBalanceofPaymentsYearbookに よる。 なお,ISDR当 り各国為替相場については
129頁 の備考参照。
② 総合収支にはSDR配 分等の特別取引は含 まない。
{3)資 本収支 の受取は資本 の流入(資 産の減,負 債 の増),そ の支払は資本の流出(資 産 の増・
負債の減)を 表わす。
ω 上記計数はIMFに おいて,各 国 の報告計数に加工を施 して作成 してい るため}各 国公表
の計数 とは必ず しも合致 しない。(1974～1978)
日本銀行統 計局 昭和55年P・127,128,129昭 和60年P・136,137,138
〔備考〕1SDR当 り各 国為替相場(年 平均)。









































































































































































































.一_ …遡_._一_輿L_._ __璽_± 墾_遡 _コ
注(1)IMFBalanceofPaymentsYearbookに よる。 なお,ISDR当 り各国為替柑場については
138ペ ー ジの備考参照。
② 日本 米国,西 ドイツにつ いては,原 質料 で は 十億SDR表 示 であるのを本表 で は 百 万
SDRに 表i示替え してある。
(3)総 合収 支にはSDR配 分等の特別取引は含 まない。
(4)資 本収支 の受取は資本の流入(資 産の減,負 債の増),支 払 は資本の流 出(資 産 の増.負
債 の減)を 表 わす。
{5)上 記計数はIMFに おいて,各 国の報告計数に加工 を施 して作成 しているため,各 国公表
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注(1)日 本は大蔵省調。西 ドイ ツはOECDFinancialStatisticsの 証券所有者別残高(A162/01),
その他は各国資料(巻 末の主要資料参照)に よる。
{2)日 本 の政府は主 として資金運用部および国債整理基金,米 国は政府信託基金,イ ギ リスは
政府 関係機関,西 ドイツは主 として社会保険機関,フ ランスは預金供託金庫,イ タリアは
預金貸付金庫の計数。なお 日本は登録債 の所有者別内訳で,証 券発行国債は全額その他項
目に計上。 また,イ ギ リスは中 ・長期債,大 蔵省証券,西 ドイ ツは金融機関への委託国債,
フランスは登録大蔵省証券,イ タ リアは投資者別 の各所有者別統計で証券の種類,調 査方
法等が異なるので,こ れ らの内容については当局 「外国経済統計年 報」参照。
㈲ 日本,イ ギ リスは表示 された年の3月 末,フ ラソスは10月 末,そ の他は年末の計数。
t4)イ ギ リスは政府保証債を,西 ドイツは州債,地 方債を,ま た イ タリア銀行にはイタ リア為
替局をそれぞれ含 む。
{5〕 国債 ・借入金等所有者別構成比は,日 本は借入金,一 時借入 金を,そ の他は借入金,そ の
他債務をそ れぞれ含めた構成比。
国際比較統計 日本銀行統 計局 昭和55年p.78昭 和60年p.90
16商 経 論 叢 第2ユ 巻 第2号 (131>
表s-c1985年 の累積 債務国 の債 務 見通 し
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注12力 国(地 域)は ア ル ジ 皿 リ アaエ ジ プ ト,ギ リシ ヤ,ハ ソ ガ リー,イ ソ ドネ シ ア,韓 国,マ
レ 」 ア,ポ ル トガル,台 湾,タ イ,チ ュ ニ ジ ア,ト ル 篇
を 計 るべ くs海 外か ら多額 の借金 を した発 展途 上 国にs耐 え難 い金 利 負担 を 強
い る こ と とな り,一 挙 に累 積債 務 国 の問題 が 世 界経済 に大 きな波 紋 を投 げか け
るこ と とな った。(表s-c)こ の よ うな状 況 は,産 油 国 ・非 産 油 国を 問わずs世
界 同時 不 況 を 引 き起 し,各 国の 高失 業 率(表7),各 地 で の 内舌い 革命 ・地域 紛
争 ・戦 争 を もた らし,ま たa国 際 収支 の悪化 は,先 進 国 と言え ど も貿 易摩擦 問
題 や,保 護 貿 易主 義 の台頭 を指 向す る風潮 が大 き く取 り上げ られ る こ ととな っ
て い る。 さ らに,こ の よ うな世 界経 済 の悪化 は,本 来 生 産 ・販 売 のた め に大 い
lr利 用 され るべ く資金 が金 融 市場 にて 高金 利 を求 め,あ るい は,株 式 ・債 券 市
場 や外 国為替 市場,ま たs各 種 商 品 市場 ・同先物 市fi_);rて投 機 資金 として,マ
ネー ゲー ムを煽 り,経 済 不 安 に悩 む諸 国か らの逃 避 資金 と相侯 って,一 部主 要
先進 国で の取 引所 の史上 最 高値 の昂進 とい う活 況を 呈す る こと とな った。
この よ うな状 況 は,実 態 の経 済 力 と乖 離 した証 券 市場 の ブー ムであ り,ま た.
(130) 国際金融機構の中心国のi霞格と条件17
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注(1)米 国の求人数 は51都 市におけ る新聞求 人広告指数(1975年=100)。
(2)イ ギ リスの労働時間および賃金関係計数算 出のペース とな る男女別労働 者数は1982～1984
年分Yyつ いては未詳のため,1981年 分を採 用。
(3)フ ランスの失業率はECEurastatに よる。




























































































































































































































注 ω 日本は大蔵省調,そ の他 は各国資料(巻 末 の主要資料参照)に よる。
(2}日 本,イ ギ リ7.は表 示され た年の翌年3月 末残高。ただ し,日 本の1984{}三は12月 末の暫定
計oそ の他 は年末の計数。
(3)西 ドイ ツ」 フラソス,イ タ1,ア の女桝 債務は外債の計数。ただ し,西 ドイツの1983年 は長
期債務 に含 まれ る。なお,イ タ リアの政府 領務残高は外債を除 く言楼交・
{4)日 本の長期債務は借入金をr短 期債務は一時借入金を,ま た イギ リス,西 ドイツの長期債
務は借入金 その他 債務を,フ ラソス,イ タ リアの短期債務 に借入金その他権務をそれぞれ
含む。
岡際比較統 計 日本銀行統計局 昭和55年p.77昭 和60年p.89
第二 次世 界大 戦後 続 い た安 定期 を 通 じて,農 産 物 の 世界 的 供給 過剰 気味 の傾 向
に よる農 業不 況,さ らに,累 積債 務 国の… 暦の悪 化 へ の危 惧や 俵6-Cと 表8),そ
カ らの国 の モ ラ トリアム,ま た は,デ フ ォル トへ の融資 国の不 安 は,中 南 米 の
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累 積債 務 国に 大 いに係 わ りを もつ ア メ リカの コンチ ネ ン タル ・イ リノ イ銀 行 の
経 営 破綻 に 象徴 され る よ うに,一 挙 に金 融恐 慌 を も引 き起 こしか ね ない不 安 の
状 況 にあ る。 また・ ソビェ トの ア フガニス タソへ の軍 事介 入 ・ポ ー ラ ン ドの労
働 争 議・ カソボ ジア ・ラオ スの 国境紛 争 と政 情 不安,イ ラ ソ革命 ,イ ラソ 。イ
ラ ク戦争,パ レ スチナ 問題 をめ ぐる中東 紛 争,ニ カラ グアは じめ中 南米諸 国 の
政情 不 安・ フ ィ リピンの アキ ノ氏暗 殺 で の一 挙に 浮上 した 政情 不 安,最 近 落ち
着い た とは言 え1997年 中 国へ の返 還 を め ぐっての ホ ソ コ ンの経 済 的 困濫,タ イ
の クー デ ター の失敗,南 ア連 邦 共和 岡 の 内紛,等 々数 え挙 げれ ば き りが ない種
々の 内 乱 ・革命 ・地域 紛 争 ・戦 争は,い ろい ろ起 るべ く原 因 は異
ってい た とは
言}も しか した ら とい う危機 の…層 の拡 大 へ の不安 やs中 東 諸 国 の問題 が 象
徴 す る よ うに,原 油供給 へ の影 響 の危機 感や,米 ソ首脳 に よる話 し合 い の成 り
行 きに一 喜一 憂 し・ い つ 国際 緊張 が最 悪 の事 態 に導か れ るか,誠 に,当 面す ぐ
に で も解決 せ ねば な らない状 況 が 世界経 済 の悪 化 と と もに なお も潜在 的 に普 遍
して い る国際環 境 であ る。
これ ら記 述 して きた 諸問 題 す なわ ちs① 累 積債 務 国問題,② 各地 域 で の内
乱 ・輩 命 ・紛争 ・戦争,③ 一 部主 要 先進 国 で の金融 市場 の活 況,④ 農業 不 況,
⑮保 護貿 易主 義 思想 の台頭,⑥ 世界 同時 不 況 と高失業 率 等はs1930年 代 の世 界
恐 慌 へ の再現 の 可能 性へ の危 惧 を 余 儀ない もの とし てい る。 この よ うな世 界経
済 に 当面す る深刻 な問題 を 憂慮 し,解 決 策 を熟 考 す る時 に,そ の淵源 をIMF
体 制 の崩壊 に 求め・根 本的 問題 の解決 は,い か な る因際 通 貨体 制(国 際金融機構)
の存 在 が前 述 した よ うな 世界経 済 へ の種 々な間題 を発生 させ ず,国 際 分業 を一
層拡 大 ・発展 させ・ か つ 各國 の継続 的 経済 成 長 を促 し,物 価 を 安定 させ,失 業
を な くし,さ らに 国際 間 の不 均 衡 を生 じさせ ない よ うな理 想 的 国際 金融機 構 で
あ るのか を模 索 す る上 で,ま ず 第一一に 必要 な事 は,第 一 次大 戦 蔚の イギ リス を
中 心 国 とす る国際 金 本位 制下 の ポ ン ド本 位 制を,次 に 両大 戦 問の金 為 替本 位 制
下 の 中心 国 イギ リス ・ア メ リ カの 併 存 時代 の国際 信用 機 構をsさ らに 第 二次
大 戦後 のIMF体 制 下の中 心国 ア メ リカで の ドル本 位制,ま た,1971年8月 の
金 免換 停止 以 降 の中心 国 ア メ リカに つい て,そ れぞ れ の中 心 国に成 り得 るた め
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の資 格 ・条 件に つ い て検 討 し,国 際 金融 機 構が 円滑に運 営 され るた め の諸 条 件
に つ い て究 明す る こ とは,現 在 の深刻 な世 界 経済 に おけ る問題 解決 の原 因追 求
として,ま た,将 来 あ るべ き国際 通 貨制 度の検 討 の ため に も,不 可 欠 な基 礎 研
究 と考 え てい る。
第 二に,近 年 の 日本 の工 業製 品 を中 心 とす る国際 競 争 力の 向上 に伴 い,大 幅
な貿 易収 支 の黒字 の累 積は,西 欧 ・ア メ リカを 中心 に大 きな貿 易摩 擦問 題 を 引
き起 こし,日 本 に対 して"物 と金(カ ネ)"の 両 面か らの迅速 な 自由化 を 迫 る も
ので あ った。1984年6月 に始 ま る 日米 円 ドル委 員 会は,口 本 の金 融 市場 の 解放
と円 の国際 化 を 広 く求め る もので あ り,1858年 江 戸幕 府 大 老,井 伊 僚弼 との間
で結 ば れた 日米修 好 通商 条約 の締 結 以 来 の 日本 の 大幅 な 各種 規制 の 撤廃,緩 和
を求 め,開 国(自 由化)を 迫 る もので あ った。 これ ま で に も東京 市 場 の国際 化
に つい ては,大 いに 有 望視 され て お り,そ こで の最 大の ネ ックを各 種 規制 の存
在 が指 摘 され て お りC2/,国 内外か らの要 望 と我が 国の経 済情 勢 の変 遷 に伴 う自
由 化へ の必 然性 は,い つ どの よ うな型 で の我 が 国金 融市 場 の 国際化 の実現 に つ
い て大 いに 議 論が 交わ され てい る と ころで あ る(3)。 この よ うな状況 下 で,東 京
市 場が ニ ュー ヨー ク ・ロソ ドンに次 ぐ国際 金融 市場 と して信 認を 広 く得 て・ 円
が 国際 通 貨 として広 く利 用 され る よ うに な るため に は,第.二 次 大戦後 中 心 国 と
しての どの よ うな資 格 と条 件 を達成 しつつ も,今 後 どの よ うな諸条件 を充 足 す
る必 要 があ るか を検 討す る上 に も,大 切 な一 考察 と考 え てい る。
第三 に,国 際収 支の経 済発 展段 階 に よるパ ター ン に も指 摘 さ れ て い る よ う
にC4)日 本 の貿 易収 支の 大幅 黒字 の 継 続 も,遠 か らず して発展 途 上 国の 低 賃金
と,最 新 鋭近 代 設備 で の工 場生 産を 通 じて の キ ャ ッチ ・ア ップで ・ 国際 競 争 力
の後 退 は,一 部繊 維 部 門や 鉄鋼 製 品で の 中園 ・韓 国 ・台 湾 に脅 やか され てい る
昨今 の現 実 をみ て も,将 来 を憂 うもので あ る。 また・ 相 手國 の雇 用機会 の 喪失
を伴 う貿易 収支 の大幅 な黒 字 累積 は,各 国で 貿易 摩 擦 を もた らす もので あ り・
さ らに,公 害 の発生 や社 会資 本の充 実 の ため に,厳 しい 国 ・自治体 の規 制や 高
率 の課 税 制度 の採 用 は,企 業 の現 地 生産 ・多国籍企 業 化へ の道 を進展 させ・ 将
来,貿 易収 支の赤字,貿 易外収 支の投資 収益 収 支 を中 心 とす る黒 宇 へ の移 行に
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進 んで 行 くもの と考 え られ る。 この よ うな状 況 の中 で,資 本 の流 出入 の一一層 の
拡大 は 必至 で あ り,我 が 国金 融市場 の解放 ・円 の国際 化 へ の検 討 は重要 であ る
と同時 に,よ りもっ と将来 先 発国 イギ リス ・ア メ リカが経 験 した イギ リス病 と
言わ れ る中心 国の衰退 の風 潮が,ま た,我 が 国 に も遠か らず押 し寄せ て くる こ
とが 必 至で あ るな らば,中 心 国 として永遠 の繁栄 を謳 歌 し続 け るた めに はi中
心 国 とし ていか な る諸条 件 を堅 持 し 死守 しなけ れ ば な らないか を考察 す る上 で
も大 変 意義 あ る もの と考 えて い る。
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A.国 際金融機構が運営されるための大前提条件
国際金融機構はあ る特定国の通貨 を国際通貨 として,国 際間の決済 ・貸借を
手形 ・小切手 ・振替操作などの信用手段に よって,中 心国の金融市場で集中的
に行 なわれ るとい う国際信用機構が 門滑に運営 され る条件は,世 界の社会情勢
が,市 場参加者同志の信頼しあ}る 状況が これ までず っと続いて きた如 く,将
来 もず っと続 くとい うことが,信 用機構成立での前提条件である。貿易 ・貿易
外取引であろ うと,資 本取引であろ うと,そ こには必ず信川の授受が伴 うもの
であ りs信 用を供与す る前提 条件は,将 来 信用秩序を乱す よ うな ことが起 こら
ないこ とであ り,言 い変 えれば今 日まで続 いて きた平和 で安定 した秩序が明 日
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以降 も続 くことと確信が得 られなけれぽな らない。 もし万が一,そ の よ うな事
件 ・事故が起 きる可能性が危惧されて も,中 心国の政治力 ・経済 力 ・xr_力 に
よ り,ま た,周 辺国の協力を得て大事に至 ることな く解決され るであろ うとの
確信の もとでの国際間の取 引での信用供与を可能にす るのである。 ひ とたび国
際間で信用秩序を乱す よ うな内乱 ・革命 ・地域紛争 ・戦争 ・累積債務国のモ ラ
トリアム等 々が起 った場合 には,中 心国を して国際信用機構 の中で,信 用手段
に よ り国際間の決済 ・貸借が処理 し得 な くなるのであ り,そ こには各市場の閉
鎖 を導 くであろ う。信用機構の存続に一番重要な ことは,今 後 も世界の秩序 と
平和が維持され るであろ うと中心国をしてr市 場参加者の暗黙的確信が必要 と
な る。
B.中 心国の資格 と条件について
国際 金 融 の中心 地 に な るた め の資格 につ い て,マ ク ドブは プレオ ブ ラチ ヱソ
ス キー の 「新 しい経 済学 」 の 著 書 よ り引用 して,「 歴 史的 に み る と,通 貨 の独
裁 権は,・一定 の時 期 に,世 界 貿 易や 世界経 済 に おい て支 配 的 な役 割 を演 じた 国
家 に属 してい た とい うこ と を 想 起 す るの は 興味 あ る こ とで あ る。」q)そ して,
クラー クは,「 歴 史的 に みれ ばs富 は過 去三世 紀 にわ た って 西に 移 動 し,す な
わ ち イタ リア都市 国家 か ら北 ヨー ロ ッパ に 向か い,オ ラ ソ ダを 通 って一 九 世紀
に は イギ リスに,二 〇 世紀 には ア メ リカ大 陸 へ と移 動す るにつれ て,指 導 的 な
金 融 セ ソ ター もまた西 に移 動 したの であ る。 ゼ ノア,フ ロレ ン スお よび ル ッカ
は 一 六世 紀 と一 七世 紀 に,ハ ン ブル クとア ムス テル ダムは一 八 世紀 に,ロ ソ ド
ソ(パ リおよびベル リンとな らんで)は 一 九世 紀 に,そ して ニ ュー ヨー クは 二〇世
紀 とな ってい る。 支配 的 な経 済 が支 配 的 な通貨 と支 配 的 な金 融 セ ンター をつ く
り出す 。」(2)と してい る。 両 者 とも中 心 国の地 位 確立 の た めに は,世 界経 済 に
おい て,支 配的 地位 の 確保,す なわ ち絶 対 的優 位 の も とで の主導 権 の掌 握 を意
味 してい る。 そ れ では,そ の 主導 権 を得 るた めの 必要 な条 件につ い て は,マ ク
ドフは,第 一 次 世 界大 戦 前の イギ リスが 成 り得 た 原 因を,「 七つ の海 の制海 権,
世界 最 大 の商船 隊}世 界最 大 の 植民 地帝 国,国 際 貿 易の 制 覇に よって支 え られ
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て いた 。」(3)と し,ま た,エ ビ ッ トは,同 じ くロソ ドソが戦 前成 り得 た主 因 を 要
約 し,「 一部 は偶 然 に 負 うもので あ り,他 は 英国 の 国民性 に よる もので あ る。」ω
とし てい る。 また,ク ラー クは,「 問 題 とな るの は顧客 へ の 便利 さ であ る。 外
国 の業 者,投 資 家 あ るい は製 造業 者 が,各 自の欲す る便 宜を 見つ け る こ とが い
か に容 易 で あ るか,各 自が それ を利 用す る ことが いか に便利 であ るか 。 また い
か に安全 にそ の便 宜 は提供 され るか 。」㈲ としてい る。7ク ドフは,イ ギ リス
が 中心 国 にな るの に,世 界 の 支配 権 を どれ ほ ど獲得 したか を 強調 し,ま た,エ
ビ ッ トは,イ ギ リスの中心 国 に成 り得た 根 本的 原 因 を記述 し,そ し て クラー ク
は,中 心 国が信認 を得 るため には,ど れ ほ ど多 くの フ ァシ リテ ィーを提 供 し な
け れ ば な らないか を説 い てい る。 さ らに,ブ ラウ ソは,中 心 国に な り得 るため
の機 能 を,「 いか な る市 場 も国 際金 融 セ ソター と成 るた め には,商 品 ・サ ー ビス ・
有価 証 券 の国際 取 引 のた めの 市場 を提 供 す る能 力 の機能 と,外 国人 に長 短 期 間
の信 用 を提供 す る こ とを可 能 にす る機 能 を持 ってい る。 これ らは,そ の よ うな
セ ソ ター の基 本 的 なサ ー ビスであ る。」(6)としてい る。 こ こで い う中 心 国が1分
な フ ァシ リテ ィーを 諸外 国 に提 供 す るの に,ど の よ うな条 件が用 意 され なけ れ
ば な らないか に つい て は,ク ラー クは,「 国内及 び 国際 通貨 が 自由に流 出入 で
き る と ころ,貿 易の ため の資 金 を見付 け る こ とがで き,ま た,産 業 のた め の資
金 を見付 げ る こ とが で き る ところ,ま た,外 国 の商 人,貿 易業 者 と製 造 業者 が,
取 引fr必 要 な幅 の広 い便 宜 を 見付 け る ことが でき る場所」 と同氏 が 以 前著 し た
小冊 子 での 記述 を,「 これ は 都f=fよ く,山 羊か ら羊 を分離 して い る。 そ れ は,
新 しい オ フシ ョア ・セ ソ ター を除 外 して い る。 それ は,い くつか の 十分 な 名声
の あ る場所 の 主張 に疑 い をか け る ことに す らな る。」 とし,新 し くポー ル ・ア
イソテ ッヒの記 述 を 引用 し,「(1)対 外 貸 し付 け に利 用 で き る豊富 な資本 資源,
② 十 分 な銀 行組織,(3)金 融 市場 の 自由,(4)喜 ん で外 国証券 を獲 得 し,保 持 す る
一般 投資 家,⑤ 安定 した通 貨,⑥ す ぐれ た貨 幣市場,⑦ す ぐれた 外 国為 替市 場
であ る とし,政 治的 安定 性 も付 け 加 え る こ とを言 い添 え てい る。(7)」また,1985
年10月7日 付,日 本 経 済新 聞の武 市 特派 員 も,「 二つ の世 界 大戦 を経 て 英 国は
世界 経済 の盟主 の座 か らす べ り落 ち,か つ ての栄 光 の通 貨 であ るポ ン ドは単 な
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る ロー カル カレ ソシ ーに転 落 した。経 済が栄 え る と ころに金 融 市場 が発 達す る
とい うのが 正 しい とす れ ば,シ テ ィー の繁 栄 は説 明が つか ない。 い ま もなお な
ぜ金 や人 が シテ ィー一に集 ま るのか 。」 と,歴 史の 変遷 に よ りr中 心地 の必要 な
条件が 変 わ って きた のか,そ れ と も,中 心地 を取 りま く世 界 情 勢 の環境 が,中
心地 の 必要 とす る条 件 を変 え た のか,そ れ と も,も とも と中心 地 の資格 ・条 件
は,あ れ これ 総 て を用 意す る必 要は な く,主 要項 目のい くつ か を用 意 すれ ば足
りた のか,そ れ とも,中 心 国 とし て諸 外 国 に よ り広 く利 用 され るに は相対 的 な
問 題 であ り,他 の どの 国 よ りもよ り一 層 必 要fゐ分条 件 を備 え て さえい れば よい
のかs深 く検 討す る こ とは大 切 で あ る。 しか しな が ら,こ こでは 中心 国 に成 り
得 るた め の推測 され る諸 条件 の総 て を挙 げ,分 類 ・記 述 し,将 来,前 書 きで示
した よ うな,現 実 の問 題解 決 へ の考 察 のた め の予備 的 ・基礎 的 研 究 に したい と
考 え てい る。 そ こで,表9の よ うにy国 際金 融 機構 が,中 心 国を して 円滑 に運
営 され てゆ く園際信 用 機構 の 条 件は,A.大 前 提 条件,B.中 心 国 の資 格 条件,
C.周 辺 国 の 協力 に 大 き く三つ に 分類 され るがtこ こでは特 に,中 心 国 の 資
格 ・条件 に 焦点 を 当 て,中 心 国 の資格 を ア,政 治的 安定 と軍 事的優 位,イ 経 済
的要 因 に分 け,さ らに 経済 的要 因 として,1.経 済 力の優 位,2.経 済 規模 の優





























位,3.各 種 市 場 の 発 達,4.各 種 規 制 の 緩 和 ・撤 廃,5.妥 当 な 経=済 政 策,6 .
イ ソ フ ラ ス トラ クチ ュ ア ー の 整 備,7.自 然 条 件 に つ い て,8 .中 心 国 の 国 民 性,
9.通 貨 の 問 題 に 分け,そ れ ぞ れ を 記 述 す る。
ア 政治的安定 と軍事的優位
国際信用機構iが円滑に運営 され るには,中 心国が 世界の銀行 としての機能を
果 さなければ な らない。そ こでs中 心国の信用機構が幾分で も不安 ・不信を買
うよ うな ことがあ ってはな らないし,中 心国の政治力に よ り,世 界情勢の国際
信用機構を脅やかす諸要因に対 して,沈 静化し掌握す る能 力が要求され る。対
内的には,政 党間の政権の交代がな く,あ って も政策に大 きな変更がなされな
い ことが大切 である。 いわゆ る中心国の政策は,継 続性を信頼 し,そ れ らを前
提条件に諸外 国が中心地 として選択 しているのであ る。政争 ・クーデ ター ・内
乱 ・革命などの危惧 の存在は論外であ る。 また,自 国にその よ うな恐れは全 く
存在 しな くて も・地球 」二のあ る地域での紛争や内乱 ・革命 ・戦争は,国 際信用
機構の破綻に大 きな係わ りを持つ ことが多いので,こ れ らを解決に導 くための
主導権 と関係国を説得 させ るための影響力が必要 とな る。
これ ら政治的安定は,日 本経=済新聞1985年10月7日 付武市特派員に よると,
「イギ リスが ソ連 との間が海で隔て られてい るとい う地理的条件が,共 産党が政
権を担 う可能性は今の ところ皆無であ り,欧 州人などには一種 の安心感を与え
てい る」。 と,イ ギ リスの政治的安定を地理的条件が助け てい る事を説明して
い る。信用取引は人間の信頼を基礎 とす るものであ り,い かに信頼され る市場
にな るか は,中 心国が,外 国 より信頼され得 る政府を持ち,内 外共に国際信用
機構の秩序維持のため・平和で安定 した世界情勢を守 る政府が必要であ る。 加
瀬正一氏は・ 「一国の中で,そ の国の通貨が喜んで用い られ る場合に も,社 会
の平和・国民経済の健全な運営が前提にな らなければな らないの と同様です 。
ところが国際間には超 国家的 な権 力主体がないわけですか ら,世 界平和を保つ
には・それ ら特定国の政 治的実力が必要 とな ります。 言いか えればsそ れ らの
国の他国に対す る政治・軍事的優位が必要 とな るわげです。」⑧と説 明してい る。
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またx同 氏 は 中心 国 の通貨 につ い て,「 そ の通 貨 が安 定 して い る とい う根 本条
件 を満 たす た め には,そ の通 貨 の背後 に あ る国力 が必 要で あ り,国 際 間 に おけ
るそ の国 の卓越 した地 位 が必 要で す。 この場 合,国 力 とは,単 に経 済 的 な実 力
ばか りで な くf政 治 力,軍 「1切,さ らに は道 義 力 まで,こ れ に 加 え るべ きで し
ょ う。 ポ ソ ドの 時代 に は,イ ギ リスの実 力,リ ー ダー シ ップが ものを い ってい
た ので あ って,こ れ に よって 得 られた 「イギ リスの 平和 」が必 要で したC9)。」と
説 明 してい る。
また,軍 事力に つい ては,国 民 の圧 倒 的支 持 の もとに,安 定 した政 権 を維持
し,恒 久 的 な1測祭!、}用機構 の 円滑 な運営 を考 慮 しつつs中 心 困 として種 々の政
策 を遂 有す る こととな る。 と ころが,そ の政策 の決定,遂 行 に 当 り・ それ を好
ま し くない と考 え る諸 外 国に よって,妨 害 ・干渉 ・圧 力 ・Fa迫 ・介入 ・挑発 な
どで,大 ぎ く動揺 した り,政 策 の 変更 を 強い られ た りす る ことの な い よ う・ 自
国 へ の 影響 力を 排除 す るた めに 必 要 とす るばか りで な く,中 心 国を してi用 機
構 の 円滑 な運営 を 乱す か もしれ な い恐れ のあ る事 柄に つ いて は・ そ れ が 自国以
外 の と ころで起 った 事件 で あ って もsそ れ を 抑止 し,解 決 させ るた め に中 心 国
自身 が 諸外 国へ妨 害 ・干 渉 ・圧 力 ・脅迫 ・介 入 ・挑発 で き る能 力を 保有 す る必
要 が あ る。 国際 舞台 に おい て,中 心 国 の軍事 力の優 位 は,あ る時 は,世 界 の警
察 とな り,同 じ主義 ・思想 を もった 陣営 の 同胞 を他か ら守 り・ また・ 同 じ同胞
内 で の争 いに は,調 停 ・仲裁 等 の裁 判官 として の役 割 を 果し・ 国連 に安 全保 障
理 事会 が存 在す る と錐 も,そ の重要 性 は,国 連 のそれ とは比 較 に な らない ほ ど
重 要 であ る と言 え るで あ ろ う。 いず れ にせ よs軍 事 力 の優 位 に つい て は,自 園
を世 界経 済 の中 心 国 とし て の地 位 を確保 ・維 持 させ,そ の 役割 を果 す 上で,そ
れ を妨害 す る何 もの を も許 さず,ま たrそ の信用 機 構 の 円滑 な運 営 の継 続に 脅
威 を ㌻え る何 ものを も排 除 し,同 胞 を助 け,同 胞か らの信頼 を勝 ち取 るた めに
も必 要 な武 力で あ り,実 際 上 の行使 の有無 は 別 として,優 位 を 誇 る ことで そ の
よ うな事 が可 能 とな るので,重 要 な要 因 であ る。 マ ク ドブは,「 世 界 通 貨 と し
て の ドルは.,ア メ リカの経 済 力や軍 事 力が あ って こそは じめ て可 能 に な る(10)。」




`7ク ドフが記述 の とお り
,中 心 国 は世 界貿 易や 世 界経済 に おい て,「 支配 的
な役 割 を演 じた 国家 に属 し ていた,… …q)」 とい うとお り,中 心 国に な るた め
に は,政 治 的 ・軍 事 的優 位だ け で な く経済 的 優位 も確保 しなけれ ば な らない。
そのた め に は,フ ァソ ダ メン タル ズを 良好 に保 つ 必 要が あ る。 これ に は産業 上
の 国際 競争 力で の優 位 を保 ち,経 常収 支 で の黒 字 を維持 し,さ らに,対 外決 済
のた め の準備資 産 の大 きさ,ま た,中 心地 の経 済 力の 諸外 国へ の 影響 力,支 配
力が絶 大 で あ る こ とが 中心 国 とし ての信 認 を不 動 の ものに す る こ とにな ろ う。
す なわ ち,個 人 に お きか}れ ば,所 得能 力 と過 去か ら現 在 に至 るまで の保有 資
産額 で あ り,ま た,職 業上 で の地 位 や 発言 力の大 き さは,個 人 の経済 力の信 認
の程 度 へ の尺度 として の要 因 と同 じ こ とと考 え られ る。
イギ リスの場 合 は,「19世 紀 中葉 に は 自由貿 易運動 が展 開 され る。 この とき
イギ リスは,綿 工 業 を代表 的 な資 本 家 的産 業 とす る工業 国 として,他 の 諸国 を
農 業 国 の地位 に お くこ とに よっ て国際 的 な分 業 を展 開す るわけ で あ る。 す なわ
ち,イ ギ リスは世 界の工 場 として,イ ギ リスの産 業資 本 家 を独 占的地 位 に たた
せ る こ とがで きた の であ るが,農 業諸 国は また農 産 物 を輸 出し イ ギ リス の 工業
製品 を買 入れ,園 内の 開発 に 努め る こ と とな った(11)。」 とし て イギ リス の工 業
国 とし て の 独 占的地 位を示 し,バ ロ ゥフは,「 ロソ ドンが 国際 経済 の中心 とな
るに いた った ことは,イ ギ リスの帝 国 往義 強 国 としての 貿易上 の優 位 と,機 械
制 大 量生 産 の創始 者 としての産 業上 の指導 力が基 礎 とな ってい た。 ロソ ドソが
短期 ・長期金 融 の 堆界 の 中心地 とな る ことが で きtさ らにそ の地 位 を強化 しえ
た のは,こ の二 重 の優 越 性 に よる もの で あ った。 金 本位 制 の操 作 は 利潤 の源 泉
とな り,イ ギ リス の 国際 収 支 の維 持 に 積極 的に 作用 した(12)。」 と 国 際 競 争 力
の優 位 と,貿 易上 の優 位 を説 明し てい る。 また,「 イギ リス の 世界貿 易 におけ
る有 利 な立 場 は,海 上 輸送 お よびs保 険 取 引 の有利 な立 場 と相 ま って,イ ギ リ
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スを長期にわた り,世 界の債権者 として きた。 支出を上回 るこの ような貿 易収
入は英国に他国へ貨幣を貸 し付け る余力を与 え,そ してそのよ うな貸付けの代
り金は金で引き出され ることはほ とんどな く,通 常は商品 または役務の形で終
局的に引き出され るのでs英 国の貿易を増加せ しめた。 同時に また,英 国に支
払 うべ き利息の額 と貸付資本の返済分だけ 英国の年間収入を増加せ しめ るとい
う二璽の効果を もた らしたのであるq3)。」
以上 の如 く,イ ギ リスの産業革命達成 の先進性に基づ く産業上の優位な立場
は,貿 易上で も有利 な位置を 占め る結果 とな り,そ のことがまた,運 輸i保 険
をは じめ とす る各種 の商品取引所の発達を促 し,ま た他方,イ ギ リスを巨額 な
債権 国に至 らしめた。逸 早い各種の商品取 引所の開設は,時 の経過に伴 い,世
界経 済の拡大が進めば進むほ ど,Rソ ドンの商品取 引所におけ る価格決定は,
その他の後発諸国での取引所価格に大 きく影響を及ぼす主導権 ・支配力を持つ
に至った。 さ らに,「 一._収 支の恒常的黒字図であった イギ リスが,そ の資金
を他国に貸付け ることに よって国際的 アソパ ランスを調整して きた ことが,金
本位制度の活動を支える基盤であった。最 強国 イギ リスが よき債権者としてふ
るまった ことが困際金本位制度の円滑な運行を可能 としたのである。その意味
で,国 際金本位制度はポン ド本位制度であ った といって も過 。ζではないt14)。」と
している。す なわち,貿 易上 の有利 な立場を利用 して一層の貿 易の拡大のため
に輸入業 者に信用を供与 し,独 特の手形引受け業 者や割引き業 者を生み,資 金
の巧みな運用の技術を修得 してゆ きiそ れに伴 う必要な情 報を 世界 各地か ら収
集す る方法 も会得した ものと考えられ る。いずれにして もsマ ク ドブが指摘の
とお り,r世 界の金融の中心地に なるためには,も ちろん貿 易の中心にな らね
ばな らない(15)。」産業上の優位が貿易上の優位を もた らし,そ れが貿易に伴 う
海上輸送 ・保 険をは じめ,各 種の商品市場の発達 と信用供与の技術 を高め,一
層の諸外国 との相互依存関係を緊密にしs中 心国 としての地位をIIす ること
になる。
2経 済規模の優位
まず第一に,金 融 市場に於け る資金の投資対 象が豊富で あ り,規 模が大 ぎい
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一ため
,他 の 国に とって耐 え難 い よ うな規 模 の資 金 移動 も・ この国に それ ほ ど大
きな影 響 を与7..ず,当 局が,資 金 の動 きが 及ぼ す 影響 を望 まし くない と判断 し
た時 には,充 分 な対 外準 備 と国内 資産 とで,相 殺 を操 作す るに有 効 な る機 能 を
保 右 してい なけ れ ば な らない。 す なわ ち,国 際資 金 移動 が 国内市 場 に及 ぼす 影
響 を 吸収す るため に その 国 の金融 市場 が 大 き く,経 済 力が 強大 で あ る必 要が あ
る。 そ して,経 済 規模 が 大 きい こ とは,余 資 運用 ・調達 の場 を 提供 す る機 会が
増 え る可能 性 を もた らす。 そ して,何 よ りも規模 が大 きい とい うこ とは・ 対 諸
外 国 との関係 で,相 互依 存 関係 が 大 きい こ とを意 味 し,周 辺国に 中心 国 を して,
掴 際 間 の経済 取 引 きに伴 う決済 ・貸借 を ここで集 中 的に 行 な うのに 種 々の便 宜
を提 供 す る こ とにな る。 また,規 模 が大 きい こ とは,対 外 的影響 を遮断 す る効
果を もって,一 層 の規 制 の緩和 ・撤廃 や市 場 の解 放 を可能 にす る。
経 済規 模 は,1.そ の国 の 国内総 生 産 高(GDP)2.対 外 国 との相 互依 存関 係
を表 わす 輸 出入 高3.政 府 の市場 へ の参 加 者 として の影響 力 の限界 を表 わ し,
また政 府 の 自由裁 量権 の大 きさを示す 財 政規 模4.内 外か らの資金 の流 出入 で,
運 用 ・調 達 の場 とし て,ま た,世 界 の銀行 とし ての活 躍 の舞 台 とな る金 融市 場
の規 模 の大 きさ5.諸 外 国か らの信 認 を 高め,中 心 市場 の利用 と中 心 国通貨 の
使 用 を一 層 高め る中心 国 の経常 収支 の規 模6.繊 維,穀 物,熱 帯産 品s非 鉄 金
属,貴 金 属,石 油s通 貨,金 利s証 券 の各種 商 品取 引所 の種類 と規 模 と集 積度
・は,中 心 国 の フ ァシ リテ ィーの 提供 の 度合 い を意 味 し,諸 外 国が 自 ら進 んで そ
の場所 の利 用 を必 然 とす る。
以上 の如 く,経 済 の 各種 の規 模 の 大 きい こ とは,一 つ に諸 外 国か らの信 認を
高 め るの に役 立 ち,二 つ に一 層 の フ ァシ リテ ィー の提供 を 可能 に し,三 つ に対
外か らの影響 を 遮断す るのTIYY¥_大きな 効果 を 生む こ ととな る。 この よ うな意 味 で
鳳,「 ロソ ドンは,国 際取 引 きに おい て,依 然 としてs他 のいか な るセ ソ ター
よ りも大 きい こ とを誇 ってい る。 そ れは と くに,保 険,海 運,株 式 取 引,ユ ー
ロ ・ダ ラー取 引 お よび そ こで 営 業 して い る外 国銀行 の 数に お い てい え るので あ
るCI6)。」 と主 な取 引所で の ロン ドンの優 位 を示 しなが らも,ま た,「 ニ ュー ヨー
クが,有 価証 券 の最 大か つ もっ と も競 争的 な市場 の提 供 に おい て とび抜け た位
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置 を 占め て お り,ロ ン ドンはそ の重 要 性に お い て問題 な く第二位 で あ るこ とは、
明 らか であ るC17)。」 と第一 次 大戦後,一 一部優 位 を ニ ュー ヨー クに 明け 渡 した こ
とを指摘 して い る。
3各 種市場の発達
国際金 融 の 中心地 として諸 外 国か ら喜 んで利 用 され る ことは,そ こに 沢 山の
ファシ リテ ィーが 容 易に 見つ け られ るか らで あ り,そ の フ ァシ リテ ィー の一つ
に,そ こに は 多 くの原 材料 の需 給 を反 映 し,合 理 的相場 をつ け る こ とので き る
商品 市場,商 品 の輸 送 を 可能 にす る海 運 市場,商 品に対 す る金 融 や保 険 をつ げ
るた め の銀 行や 保 険会 社 の金 融取 引 市易,あ らゆ る国がf公 債 を 募 集す る こ と
ので き る資 本 市場,等 の各 種 の便 宜 を提 供 で き る 市場 の存 在がi金 融 中 心地 に
な る ことを 可能 に す るの であ る。 この こ とが,取 引 に必要 な運 転 資 金 を中 心 国
に保 有す る傾 向を 強め,中 心 国 は,少 ない準 備 で 多額 の対 外金 融 供与 の 豊富 な
資金 を傑 有 す る こと とな り,ま た,銀 行 家 や貿 易実 務家 に 資金 運用 の技 術 を修
得す るのを 助け た。 ブラ ウ ンは,イ ギ リスの金 融市 場 の 中心地 として の地 位確
立 に,「Rン ドン金 融 市場 のす ば らしい 機構 は,大 英 帝 国の 国際 経済 上 の地 位
の結 果で あ る。 ロン ドンや 他 の二 ・三 の イギ リス の都 市で は,世 界 の最 も重 要
な商 品市 場 のい くつか を見 い 出せ る。 た とえぽ,綿 布 の マ ソチ ェス ター,穀 物
の リバ プー ル,金 属 の ㍑ン ドンの よ うに。 世 界 の重要 ないか な る商 品 も,こ れ
ら商 品 市場で 容 易に 出会い をみ つ け る こ とが 出来,そ の取 引 きは,ロ ン ドン金
融 市場 を 通 じて 融資 され る。 普通 の場 合,多 額 の世 界 の商 品 は,ポ ン ド建 てで
値 段 がつ け られ るiと い う事 実 は,多 額 の ポ ン ド手 形 を創 造 し,世 界 中 の重 要
な商人 はsロ ン ドンで金 融 関係 を維 持 す る必 要が あ る。 イギ リス海 運 はA世 界
的 で あ り,商 船 の運行 は,ポ ソ ド手形 の継 続 的 供給 を作 り出す 。 さ らに,他 の
国 々の海 運手 形(shippingbil1)も しば し1まポソ ド建 てで作成 され る。 イギ リス
の保 険会 社 は,世 界 中 で営業 し,か れ らの 国際金 融 取 引は,群 ン ドン金 融市 場
の活 況 に 貢献 してい る。 それ ゆ えに,金 融 セ ン ター とし ての ロン ドン の強 さは,
基 本 的に は商 品 やサ ー ビス の回 転 に基 づ い てお り,二wtr""`^.�.ヨー クの市 場 が有 価
証 券 の 出来 高に 大 き く基づ い てい るの とは 異 な って い るCi8)。」 以上 の如 く,中
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心 地 は各種 取GJ所 の存 在 が混 然一 体 とな って よ り大 きな フ ァシ リテ ィーを提 供
す る能 力 を増 し,そ の こ とが,諸 外 国 の利 用 を 促 し金 融 面で も世 界 の銀 行 とし
て の立場 を確 立 す るの を容 易にす る のであ る。 ち なみに,ロ ン ドンには,海 外
の銀 行の進 出は,1984年 末で470を 数 え,世 界第一 位で あ り,「 ロスチ ャイル
ドの金塊 市場 で は,ご く最 近 まで世 界 の金 取 引 の四分 の三 を取扱 ってい た。 ま
た,ロ ン ドンの保 険 市場 は,有 名 な ロ イズ保 険組 合 と大保 険 会社 に よって,あ
らゆ る世 界 中の 保険 が 引受 け られ,ロ ン ドン保 険市 場 の収 入 のお よそ半 分は海
外 取 引か ら入 って くる,と され てい る。 また,外 国 為替 市 場 バル チ ック為 替市
場 も世界 の相場 へ の支 配 力を有 し,そ の 影響 力 は絶 大 であ る(19)。」また,「 国 際
金 融,証 券,外 国 為替,保 険,金,非 鉄金 属,石 油t一 次産 品f海 運 な ど,い
ず れ も世 界最 大 また は一,二 位 を 争 う国際取 引所 とそ の 自由市場 が,こ こに集
積 し てい るの であ る⑳ 。」 以上 の如 く,中 心 地 には,各 種金 融 市場 が広 範 囲 に
存 在 しf補 い 合い なが ら機能 してい る こ とが重 要 であ る。
4各 種規制の緩和 ・撤廃
まず 第一 に,居 住 者,非 居住 者を問 わず,市 場 の利用 が 自由に 解放 され てお
り,資 金 の内外 の流 出入 の 自 由を 認め,ま た,外 国 の金 融機 関,証 券 会社等 の
活 動 の 自由を認 め,「 高率 の準 備 率の 適用 や,付 利 禁止,逆 金 利 の微 求(21)」な ど
を非 居住=者預金 に 適用 しな い こ とが 大切 であ る。 政 府 が市 場 へ の規 制 や 干渉 を
す る こ とを 出来 る限 り避 け る こ とは,吉 野 昌甫 氏 が言 う 「取 引 の対 象 とな って
い る物 の値 段 は需 要 供給 の法 則に よっての み決 め られ,金 融 市場 にお け る資金
の流 れ は,金 利 機能 に よって のみ規 定 され る ことに な る(22)。」 この ことは,効
率 の よい 市場 を保 証 し,適 切 な金 利 に よ り資金 の需 給 に反 映 した市場 を 意味 しs
資金 の調達 希 望者 に とって は,安 い金 融 コス トを 約束 し,余 資運 用 者 に とっ て
は,合 理 的 な運用 利 回 りを 保証 して くれ る場所 とな る。 この こ とは,世 界 中か
ら よ り一 層効 率 的に運 営 され てい る中心 地 の市 場に 魅 力 を感 じ,さ らに一 層利
用 を促 し,そ の こ とが また 中心地 へ の預金 誘 引 力(dep・sits-attractingpower)や,
運転 資金 な どの預 金強 制 力(depogits-compellingPower(23))を 強め,中 心 園 の諸外 国
へ の長 期 ・短期 資金 の 提供 能 力を増 し,一 層世 界 の銀行rと して の地 位 を確実
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な ものにす る こ とに な る。 次 に,非 居 住 者に 市場 が解 放 され てい る とい うこ と
はi非 居住 者 で あ る こ とを理 由に,差 別 待遇 を す る ことが な い とい うこ とで あ
り,1.非 居住 者 の営 業 活動 の 自 由,2.税 制 面 で の居住 者 との平 等 な適用,に
分 け られ よ う。 非居 住 者 の営業 活 動 の 自由に つ い ては,特 に,外 国銀 行 ・証券
会社 の営業 活 動 の 自由を保 証 す る こ とが,世 界中 の余 資 が 中心地 を し て世 界 各
地 に資金 循 環 され る フ ァシ リテ ィー の機 能 の一 層 の効 率 を 高めtま た,貿 易金
融 に伴 う短 期資 金 の 供与 を 通 じ,一 層 の貿 易取 引を拡 大 す る の を 助 け る。 ま
たs各 種課 税 制 度 の適 用 が国 内外 平 等で あ る こ とは もち ろ んs低 率 で あ る こ と
が 中心地 を繁 栄 させ る大 きな要 因 とな る。 この こ とにつ い て クラー クは,「 銀
行 は貸付 け を取 りま とめ,通 貨 を転 換 し,借 り手 と条 件 につ い て話 し合 い,最
後 に,通 常税金 対 策 の ため に,0つ の,あ るい はそ れ 以上 の セ ソター を通 じて
記帳 が な さ なけれ ば な らない(24)。」 と課税 に悩 む企 業家 は,よ り安 い税 制 の金
融市 場 を利用 す る こ とを 促す。 安 い税率 は,安 い3ス トを意 味 し,取 引で の優
位 さを傑 証 す る。 さ らに,税 制以 外 に預 金 準備 率 の 高低や 各種 手数 料 の規 定,
貿 易取 引で の 自由,低 い 関税 率,金(キ ン)の 持 ち 出 しの 自由,内 外 で の各種 金
融 商品 の 発行 の 自由な どは,い つ れ も国 内金 融政 策 の効 果 を弱 め,各 国 に固 有
の規制 の効果 を 弱 め るで あ ろ うと推測 で きる も,効 率 の よい 市場 を約 束 し,市
場 参加 者 を増 や し,フ ァシ リテ ィー の提 供 を一 層 向上 させ る もの とな りsそ れ
らが重 複 し て世 界 の銀 行 とし ての地 位 を さ らに 不 動 の ものにす るで あ ろ う。 ち
なみ に イギ リスの場 合,田 尻 嗣 夫氏 は,「 す で に… 千年 近 く,歴 代 の英 国王 が
自由市場 として の特 権 を 与 え て きた シチ ーに は,現 代 の 英政 府 も介 入 しえ ない
歴史 の重 み と,園 際 的 な信頼 が あ る。 国際 政 局を ビジ ネス に織 り込 み なが ら も,
政 府 介 入は 許 さ ない シチ ー 独特 の哲 学 こそ,こ の 街で 市場 原理 が最 も効 率的 に
発 揮 され る最 大 の理 由で あ る(25)。」 と述べ て い る。 また,1985年10月7日 付 口
本経 済 新 聞はs"シ テ ィー の独 立性 と 自由な市 場 につ い て"「 シ テ ィーは ロン ド
ンに あ って ロソ ドンに あ らず,英 国に あ って 英 国に あ らず とい われ る。 エ リザ
ベ ス女王 が 公式 に シ テ ィーに足 を踏み 入 れ るに は,ロ ー ド ・メ イヤー と呼 ばれ
る シテ ィーの市 長 が入 り口まで 出迎 え,シ テ ィー の剣 を女 王に 手渡 す。 剣 を持
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つ ことに よって初 め て 女王 が シ テ ィー に入 る こ とが認 め られ る とい う儀式で あ
る。 … … こん な儀 式が 現 在で もなお続 いて い るの は,シ テ ィーは英 国王 室 の権
力 が 及ば ない ところ,つ ま りf英 国が シテ ィー の 自由,独 立性 を最 大 限 に 尊 重
し てい る とい う意 思の表 示で あ る。 …… また,シ テ ィーの 自由につ い て,シ テ
ィーで働 く国際 金 融 マ ンは 『こ こは驚 くほ ど 自由な 市場 だ』 と 口を そ ろえ る。
自由 の金融 ・資 本 市場 に比 べ て 行政 当 局の規 制,介 入が 極端 に 少 ないた めで あ
る。」 と79年 秋に実 施 され た 為 替管 理 の撤 廃で,国 際,国 内市 場 が一 体化 した
金 融 市場 を 強調 してい る。 また,最 後 に 「自由を尊 重す る気 風が,シ テ ィー の
繁 栄 の大 きな原 動力 とな って きた こ とは まち がい な い 。」 と結 んで い る。
5妥 当な経済政策
世界 の銀行 として,諸 外 国か ら信 頼 を得 て,ま た,諸 外 国が 要望す る中心 国
としての役 割 を十 分果す ために は,ま ず 国内 の健全 な経済 政 策の 遂行 が 大 切で
あ る。 それ は,中 心 国の継 続 的経 済成 長 で あ り,物 価 の安定 ・完 全雇 用の ほぼ
達 成 で あ り,財 政 収 支が 均衡 してお り,国 際収 支 も好 調 を続け,対 外 的 準備資
産 も豊富 に用 意 され て お り,経 済 的 側 面に おい て は,諸 外 国か ら信頼 し得 るに
十 分な 国内 の経 済情 勢 を もた らす べ く妥 当 な経 済政 策 の運営 が 大 切で あ る。
次に,対 外的 に は国際 信用 機構 の 中心 国 として,諸 外 國に とって種 々の便 宜
を どれ ほ ど沢 山提 供 し得 るか,そ れ を可能 に す る よ うな妥 当 な政 策 の運営 が 必
要 とな る。 す なわ ち,諸 外 国 に よっ て中心 国の各種 取 引所 の利 用 を促 進 させ る
べ く非 居住 者 の市場 へ の参 加 をで きる限 り自由に解 放す る こ とで あ り,ま た,
利 用 に伴 う徴 税制 度 は,で き るだけ低 率,ま た は,徴 収 しない こ とが大 切 で あ
り,で きるだ け政 府機 関 の市 場へ の 干渉,介 入 を避 け る政 策が 必要 で あ る。 そ
の こ とは,よ り一 層 多 くの非 居住 者 の 中心 国市場 の利 用 を促 し,一 方で は,運
転 資金(workingBalance)と して在 外資 金 の中心 国へ の 保 有 を 高め・ そ れ は 中
心 国が諸 外 国に 短期 ・長期資 金 を供 給す るた め の助 け とな った。 他方,規 制 ・
干渉 を しない こ とは,市 場 を 効率 の よい需 給を 十 分反 映 し,資 金 の流 れは 金利
の 高低 に よって のみ反 映す る市場 を創 造 し,資 金 を 調達す る側に とって,よ り
安 い金利 で いつ で も,容 易に,迅 速 にs必 要 な期 間,必 要 な金額 を調 達す る こ
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とを能 可 にす る市揚 を作 り上 げ,ま たs資 金 を 運用 す る側 に とって は,よ り安
全 ・確実 に流 動性 に 富 んだ 一定 の 金額 を,一 定 期間,余 資 を運 用す る場所 を提
供す る ことに な る。 この よ うに世 界 中 の取 引に伴 う短 期資金 や 取 引 と関係 ない
長 期資金 の 調達 の揚 として,ま た,世 界 中 の余 資が 高度 に 発達 した市 場を 求 め,
流 入 し て来 る こ とが 大切 で あ り,ま た,最 終 的 に資金 の流 出入 を安 定 に保 つべ
く,割 引歩 合 政策 ・公 開市場 操作 等 の妥 当な金 融政 策 を遂 行 す る政 府 また は通
貨 当島 の手腕 と技量 の適 切 さが重 要 とな る。 す なわ ち,世 界 の中 央銀 行 として
の役 割 を果 すた め の 手腕 と技 量を 持 たね ば な らな1・・。
第… 次大 戦 前の イギ リス の 場 合,長 幸 男氏 は,r国 際 収 支 の恒 常 的黒字 国で
あ った イギ リスが,そ の 資 金を 他 国に 貸付 け る こ とに よっ て国際 的 アソバ ラ ン
スを調 整 し て きた こ とが,金 本 位制 度 の活 動 を支 え る基 盤 で あ った。 最 強 国 イ
ギ リスが よき債 権 ・者 としてふ る まった こ とが 贋 際 金 本位 制 度 の 円滑 な運 行 を可
能 とした ので あ る。 その意 味 で,国 際 金本位 制 度 は ポ ン ド本位 制で あ った とい
って も過 冨 で は ない(26)。」 と政策 の妥 当性 を強 調 して い る。 またt古 野 昌 薦氏
は,「 第一一次 大 戦 まで の金 本位 制時 代 に は,イ ギ リスは ボ ン ド残 高を 十 分に カ
バー し うる彪 大 な対 外 短期 資 産 を もっていた た め,イ ン グラ ン ド銀 行は 巧妙 な
公定 歩合 操 作 に よ り,わ ずか 数 千万 ポ ソ ドの 金 準備 で金 本 位制 を 維 持 し て き
たX27)。」 として い る。 また,堀 江薫 雄 氏 は,第 一 次 大戦 茄の イギ リスが 中心 国
に な り,ポ ン ド本位 制 が うま く機能 した 諸条 件 の中 で,そ の一 つ に 「イギ リス
が他 に 先が け て逸 早 く金 本位 制を採 用 し,し か も,そ の金 本位 制が 極 め て典 型
的 な もので あ った。 … … ポ ソ ドは,完 全 に 金 交換 が 可能 で あ った。 ポ ソ ドはす
なわ ち,一 定 量 の金 を 意味 し}且 つ いか な る対 外 支払 い に も無 制限 に使 用で ぎ
た。 ところが,他 の国 々にお い ては,形 式的 に は金 本位 で あ って も,実 質的 に
は それ は 若干 の 制約 を 伴 うの が常で あ った。 … …加 え て,イ ギ リス に は 他 に
み られ ない特 色 として,ロ ン ドン金 市場 とい うものが あ った。 ……金 の 市場 価
格 と外 国為 替相 場 とは,全 く相互依 存 関 係に 立つ ことに な り,一 方,イ ン グラ
ン ド銀 行 が一 定価 格 で無 制 限 に金 の売 買に 応 じる限 り,金 相 場 その ものは極 め
て安定 的で あ る㈱ 。」以 上 の よ うに,イ ギ リスが どの国 よ りもfの 完全 な形
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で の金 の党 換 ・輸 出入の 自由を保 証す る政策 を施 行 し,且 つ,ロ ソ ドソ 自由金
市場 を 存在 せ しめ,な お且 つ,イ ン グ ラソ ド銀 行 の パ ソ ク ・レー ト政 策 に よっ
て補 わ れ,ポ ソ ドへ の需給 関 係 を安定 させ る政策 を遂 行 した こ とが 世界 の銀 行
として 大い に信 望 を集 め,十 分以 上 の便 宜 の提供 を 可能 に した と言 え る。 そ し
て,IMF体 制 に おけ る ア メ リカの 政 策 の不適 切 さを,ポ ー ル ・ア イソチ ッヒ
は,「1968年3月 か ら1971年8月 まで,ド ル は理 屈 の上 では諸 外 国政 府 や 中央
銀 行 に対 して金 交 換 性 を保 持 してい る と想定 され てい たけれ ど も,実 際 に は ア
メ リカに もしあ る中 央銀 行が ア メ リカを困 感 させ るほ ど巨額 の金 交換 を 求め る
な らば この義 務履 行を拒 否す るで あろ う,と い うこ とは共 通 の認 識で あ った。
…… とい うこ とと,他 方,ニ ク ソン氏が イソ フレ抑 制 に よる ドル防 衛の必 要 よ
りも選 挙上 の 考慮 に優 先 潅を与}た よ うに 見えた こ とで あ った。 彼 が ア メ リカ
の 賃金 イ ン フレの昂 進 に もかか わ らず デ フレ政 策 を逆転 させ た時 に,ド ルは準
備 通貨 の役 割 を 引 き続 き演 ず るのに 明 らか に 不適 格 に な った。 そ れ は,歴 代 の
イギ リス政 府 が ポ ソ ド防衛 よ りも選 挙民 へ の迎合 に 優 先権を 与 え る こ とに よっ
て・ ポ ソ ドを準 備 通 貨 として 不適 格 に し たの と同 じや り方 で あ った(29)。」 と政
策 の失 敗が ドルを 準備 通 貨 としての地 位 を後 退 させ た こ とを 強調 し てい る。
以 上 の通 り,世 界 の銀 行 として何 よ りも諸 外 国か ら信頼 を得 るべ く中 心 国 自
身 の健全 な経 済 の運 営 が大 切で あ り,次 に諸 外 国に よって 喜んで 中心地 の各 種
市場 を利 用 され る こ とを促 進 させ るた め の合理 的 な市場 の運営 の技術 と政 策 が
必 要 とな る。
6イ ンフラス トラクチ ュアーの整備
国 際金 融 の中 心地 の地 位確 立 のた め に,ま た,世 界 の銀行 としての機 能 を果
す た め にはs自 由を 尊 璽す る精 神で,国 際 分 業 を積極 的 に促進 させ るた めに,
貿 易 ・貿易 外取 引や 長期 ・短 期 の金 融取 引を 盛 んに 行 なわ なけれ ば な らない。
その こ とは,中 心 地 に 各種 の取 引所 が 発達 す る こ とで あ り}そ の取 引所 の発展
と市場 で需 給 を反 映 した 他 の どの 市場 よ りも,合 理 的価 格 が迅 速 に成立 す るた
めに は,各 市 場 それ ぞれ に 専門知 識 を修 得 し,長 い 経験 の もとに習 熱 した人 材
が,世 界 中か らの情 報 を適 切な判断 の もとに市 場 を 円滑に 運営 しs需 給 を調 整
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す る ことが重 要 で あ る。 この こ とは,一 つ には 各 種取 引所 を 円滑 に運営 す るた
め の熟練 を もった人 材 の必 要 で あ り,他 に は世 界 中か ら必要 な情 報 が瞬 時 に得
らオ/るこ とを可 能 にす る高度 技術 革 新 に支 え られ た 通信情 報網 の整 備 に 関す る
事柄 で あ る。
人 材 につ い ては,例 えば,LME(ロ ソ ドン金属取引所)で は 銅 ・すず ・鉛 ・亜
鉛 ・銀 ・アル ミ ・ニ ッケル な どを取 扱 い,そ こで の売 買は,世 界 の 先行 きの 景
気 の 動 向へ の適切 な判断 や,供 給 先で の 突発 的 事件 ・事故 な どの予測 が需 給 動
向に 大 き く反 映 し,GAFTA(穀 物飼料取引協会=バ ルチ ック商業海運取引所)=小
麦,大 麦,ポ テ トや,LCE(ロ ソ ドン商品取引所)=粗 糖s白 糖,コ コア,コ ー ヒ
ー一
,ゴ ム,パ ー ム油,大 豆 油 やf世 界 の金 取 引の最 近 まで四 分 の三 を取 扱 ってい
た と言われ て い るt30)。ロスチ ャィル ドの金 塊 市場 な どは,世 界 の景 気 の先行 き
の動 向 に よ り,ま た,適 確 な気 象予測 の も とに穀 物 類 の 作 況 を 適 確 に 判断 せ
ねば な らない し,ま た,有 名 な 旨 イズ保 険組 合 業 者を は じめ,大 保険 会社 はsい
か な る保 険 を も引受 け,長 年 の経 験 に基 づ き,適 確 な事 故率 を 算定 し,ア ソ ダ
ー ラ イ ター として全世 界 的 に係 わ りを 持 ち,ロ ソ ドソ保 険 市場 の収 入のお よそ
半 分 は海 外取 引か ら入 って くる,と され てい る(31)。また,外 匡偽 替市 場 で は,
熟 練 した デ ィー ラー が相 場 の 先行 きを適 切 に 判断 しなけ れば な らない し,債 券
市 場 では,景 気 の動 向へ の 予測 を 通 じ,マ ネー サ プ ライや金 利 の騰 落 へ の適確
な判 断が 要求 され る。 これ ら各市 場 に必 要 な多 数 の人 材 の上 にs適 切 な判断 の
ため の情 報 の提 供が 重要 で あ る。情 報 は,瞬 時 に正 確 に必 要 な時 いつ で も入手
を可 能 にす る高度情 報通信 網 の情 報伝 連 手段 と世 界 中の隅 々に 至 る まで 情報 を
収 集す る収 集能 力 に 分け る こ とがで き よ う。 情 報 通信網 は,ハ イテ クで 象徴 さ
れ る技 術 革新 に よ り伝 達 手段 と して達成 で きて も,情 報収 集 能 力につ いて は,
地 球 的規模 で の ネ ッ トワー クが 必要 で あ り,そ の点,イ ギ リス は 旧植 民地で の
英国企 業 の利 権 が残 ってい る場 合が 多 く,英 国人 が現 地 で活躍 してい る関係 も
あ り,ロ ソ ドソには 世 界中か らの情 報一 特 に 中東 や ア フ リカの情 報 につ い ては,
現地 に い る よ りも ロン ドソの方 が よ くわか る と言 われ る(32)。「情 報は金 な り」と,
言 われ る昨 今,そ の収 集能 力 と伝 達 」殺 の一 層 の 向上 は,熟 練 した多 数 の人 材
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と と もに 中心地 に とって重 要 な要 因で あ る。
7自 然的条件について
これ につ い て は,中 心 国 の地 球上 で位 麗す る地理 的 条件 として,「 十八 世 紀
か ら十九世 紀 にか け ては,新 大 陸 の 開発が 世 界経済 発 展 の原 動力 の一 つで あ っ
たが,イ ギ リスは ヨー ロ ッパ諸 国 中,最 も この大陸 に近 く位 置 した 海洋 国家 で
あ った。 また,同 じ く徐 々に 開発 が進 みつ つ あ った ア フ リカ大陸 は 目と鼻 の 先
で あ る。 さ らに,ス エ ズ運 河 の開 通 に よって,ア ジ ア特 に極東 方面 へ の ルー ト
も短 縮 され た。 旧大 陸は もと もと至近 距 離 に あ る こ とはい うまで もない。 こ こ
で は,時 代 の潮 流 とイギ リスの地 理 的条件 とが た また ま大 変 よ くマ ッチ してい
た こ とが分か るが,こ れ こそ イギ リスを 中 心 と した世 界貿 易や 資金 循 環 の構 造
が,理 想 的に 組み 立 て られ 得た 根本 原 因 を なす もので あ る(33)。」 この こ とは,
国際分 業 の一 層 の拡 大が,中 心 地 の機能 を一 層増 す とい う前提 か ら,当 時 の繁
栄 した ヨmッ パ諸 国 に,近 接 す る位 置 と,原 材料 資源 の供 給 先で あ りs工 業
製 品 の需 要 先に遠 くない と ころに ア フ リカ大 陸 が存 在 した こ とは,よ くい う垂
直 的 分業 体 制 の中心 地 イギ リスの地理 的 優位 さを示 して い る。 また,イ ギ リス
の場 合,わ ず か1平 方 マ イル とい う狭 い地域 に,各 種 取 引所 が密 集 してい る。
す なわ ち,「 歩 けば わず か の距 離 の間 に 彼が 必要 とす るすべ てのサ ー ビ ス を 見
い 出 し得 る,と い う点 で,直 接 的に 重要 だ けで は な く,ま た シ テ ィー の人 間 同
志 が知 り合 い,ま たお そ ら く信頼 し合 うこ と を 可 能 に す る とい う点 に おい て
も,重 要で あ る(34)」。 この こ とは,電 信電 話 ・テレ ックス ・フ ァ クシ ミ リ等 の
高 度 通信情 報 シス テムが 発達 した今 日にお い て も,一 層 の重要 な役 割 を増 して
い る。 ク ラー クは,「 重 要人物 の密接 な個 人 的 接 触 に対 す る シテ ィー の 必要 は.
け っし て弱め られ て は な ら な い(む しろ逆であ る。)… …迅 速 な決 定,個 人 的 な
結 束 が一 さ らに 望 む べ くは 専門 知識 と世 界的 接触 が一 一平 方 マ イルの なか に
し っか りと根 をお ろ し た ま ま に な るで あ ろ う(35)。」次Y,時 差 の 点か らみて,
ロソ ドソは,東 京 とは 九時 間 の差 が あ り(夏 時間の時は八時間),二x一 ヨー ク
とは五時 間。 朝 出勤 して来 る と,ま ず ホ ソ コン ・シ ソガ ポー一ル ・東 京 と連 絡 し.
次 に,欧 州大 陸 ・中東 ・ア フ リカな どを相fに 商売 し,午 後 に入 る とニ ュー ヨ
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一 ク と連 絡 で きる
,と い う点 で は世 界 を またにか け て商売 が 楽 にで きる とい う
好都 合 な位 置に あ る。 ち なみ に,東 京 の場 合,朝 の九 時 に ニ ュー一ヨー クと連 絡
を と る場合s夜 の十時 まで働 か なけ れ ば な らない,と い うことに な る。 神戸 正
雄氏 は,「 癖ソ ドンが,外 国為 替 及 び有価 証 券 の売 買 につ き有利 な のは,東 部
諸地 域(ベ ル リソ,パ リ,セ ソ トペテルスブルグ)の 市場 が 閉 じる前 に,そ れ ら地
域 の状 況を 知 って,こ れ に 向 って対策 を講ず る こ とが で きsま た,こ れ ら市場
が・ 閉 じた る後,ロ ソ ドン 自身 の市場 の開か れ て い る間 に,西 の方 ニ ュー ヨー
クに 向 って働 きか け るに十 分 な る時 間 を 有す るので あ る。 これ らの点 にお い て
ニ ゴ ーヨー クは到 底 ロソ ドンに 及ば ない(36)
。」 と述ぺ てい る。 次 に,島 国で あ
るか ・ ユー ラシア大陸 の一部 に位 置す るか とい う地勢 につ い て は,外 国か らの
侵入 ・介入 ・攻 撃 ・干渉 を 受け に くい とい う点でs諸 外 国 よ り海 で隔 た れ てい
る とい うこ とはf安 全 で あ り,実 際 の上 で の貢献 度 は ともか く,心 理 的 感覚 と
し て安 心 感 が存 在す る とい うことは,そ の国 の政 治 的安 定 を も促 し,諸 外 国か
らの信 認 も増 す こ とに な ろ う。 次 に,気 候 ・風土 ・交 通 の便 の 良否 が 問題 とな
る。 気候 は,温 暖 で あ る こ とが 望 ま し くf海 上 交 通 ・航 空路 とし て世 界 の主
要 な都 市 とな ってい なけ れば な らない。 厳 し い気 候 のた めs交 通 が 頻繁 に 途絶
す る よ うで は地 理的 条件 は良 くない。 次 に,言 語 につ い てs世 界 で最 も・普及 し,
ビジ ネス用 語 として利用 され てい る言 語 とし て英 語が母 国 語 として位 置 す る中
心 国は,国 際 間 の 巨額 にの ぼ る各 種取 引 ぎを瞬 時 に,電 信電 話 を通 じて行 なわ
れ る こ とが 一 般 的 なた め,雷 語上 の ミスは決 して許 され る もので な く,ま た,
先に発 達 し た国 々が 欧 米で あ った とい う歴 史 的経 緯か らも西 欧的 取 引習慣 を 身
に つけ る技 術 的 側面 で の熟練 と精 通 の会得 の難 易 さに,生 まれ 育 った 地理 的 条
件 が 中 心国 の発 展 の条件 に大 き く影 響す るで あろ う。
8中 心国の国民性について
国際信用 機 構 の中心 国は,他 の いか な る園か ら も絶 対 的信 頼 の も とにsブ ラ
ウ ソが指 摘 す る よ うに,周 辺国 に よる国際決 済 に必 要 とす る資金 を,Rソ ドン
残 高 とし て保 持 しa預 金 強 制 力(deposits・c。mpellingpower)を 強 め,イ ン グラソ
ド銀行 に よ るパ ン ク ・レー ト政策 の助け と共 に,ポ ン ドの需給 関 係 の安定 に大
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いに 役立 った 。エ ビ ッ トは,「 英 国 の国 民気 質 に よって,英 国 の貿 易商 や銀 行 は,
正直 さ と取 引上 の公正 さにつ い て の信用 をか ち得た。 そ してつ い に英 国や 他 国
の あ ま り有名 で ない 同業 者 に代 わ って,英 国の銀 行 や 大商 掩が そ の 名義 を貸 し
て手 形 の上 に 出す こ とを要 求 され る よ うに な り,か くて支払 手段 として の ポ ソ
ド手 形 の使用 が 国際 的 に な っ た ので あ る(37)。」 す なわ ち,イ ギ リス人が 自園経
済 の 発展 の ため に も,国 際経 済 の継 続 的発 展 の ため に も,進 んで 自国 との取 引
き関係 に伴 う対 象ばか りで な く,第 三 国へ の積 極的 信 用 の 供 与 や,外 国 に 投
資 を した。 ジ ョアン ・ロビソ ソンが'㌃三張 す る ご と く,「 所 得 勘定 の収 支尻 が 順
調 に な って い る国 は長 期 にわ た って均衡 を 得 た利 子率 で 多 少 とも対外 貸付 を行
わ ね ば な らな い とい うこと,も し くは そ のか わ りに,そ の民 間お よび政府 が対
外貸 付 を準備 して い ない 国は所 得 勘定 に受 取超 過額 を もっては な らない とい う
ことで あ る。 この喰違 い が些 細 な…時 的 の もの な らば貿 易収 支 と貸付利 率 の歩
調が うま く合わ な くと も,金 お よび短 期 資金 の流 出入活 動 に よって円 滑にや っ
てゆ くこ とがで き る。 しか しii大 な継 続 的収 支不 均 衡 は この制 度に は耐 えが た
い緊張 を もた らす ので あ る(38)。」 で あ った。 貿 易の繁栄 に は,積 極 的 な金融 措
置 が 必要 で あ り,国 際 資本 市場 に おけ る支 配 的 な位 置が 戦 前の イギ リスを 中心
国 に な らしめた とも 言え る。 この点,ア メ リカの よ うな 国内 に広 大 な国 一{一一を保
有 し,十 分 な投 資 機会 に恵 まれ てい る場合,対 外 的投 資 よ りも国内 への 開発 を
優 先 させ る機会 が 多い ことは,中 心 国 とし ての 条件 を イギ リスに一 歩 譲 る こ と
に な る。
また,外 国人 よ り絶 大 な 信頼 を受 け るに は,国 際 経済 に おけ る突発 的事件 ・
事 故 に対 して,中 心 国が 容 易 にそ の信 頼を裏 切 る よ うな政 策 を とらない とい う
信 認 の右 無 の大 き さが あ る。 い わゆ る第一 次世界 大 戦 中,イ ギ リスが あ くまで
金 尭換 の 停止 を し なか った こ と,最 近 で は アル ゼ ソ チソ との フ ォー クラソ ド諸
島(マ ルチナス諸島)の 領 有権 問 題で,戦 争に まで発 展 し た 際 に もt預 金 封 鎖
の措 置を とる こ ともなか った 。 この よ うな過 去か らの信 頼が,中 心 国へ の在 外
資金 の保 有 を促 し,長 短 資金 の調達,運 用 の場所 として,諸 外 国 よ り選 択 され
る こ とに な る。
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以 上,こ こにお い ては,世 界 の金 融 中心地 は,世 界 の銀 行 の役 割 を意 味 し,
外 国の 資金 を 預か った り,運 用 した りす るに 当 って,外 国人 に 安心感 を与 え,
信用 を 受け る),Y値いす る誠実 さ,綿 密 さが 要 求 され,な おか つ 対外 的 に積 極 的
な 資金 の配 分 を行 な う精 神に富 みsか っ,い か な る政 治 的 ・経 済 的情 勢 の変 革
に も信 頼 を裏 切 る こ とのない 信義 を 重 ん じる園民性 が 大切 と言 え よ う。
米国 人 と欧 州人 との気 質 の違 いに つい て,田 尻嗣 夫氏 は 「現 在 シ チー におけ
る商品 取 引の参 加者 は,生 産 ・消費 ・加工 ・流 通 な ど,な ん らか の形で そ の 商
品 に関係 した人 た ちが 約 八割 を 占め,全 く無縁 の投 機 筋 は二 割程 度 にす ぎな い
の に対 し,シ カ ゴや ユ ユー ヨー クで は これが 逆 の比 率 に な って い る(39)。」 と指
摘 し,欧 州人 の保 守性 と米国 人 の革 新性 に 起因す る違 い を述ぺ てい るが,ど ち
らの気 質が 外 国人 に選 ば れ るか,論 を待 た な い ところで あ る。
9通 貨の問題
いか な る通 貨が 国 際通 貨 として利 用 され 得 るか,と い う問題 につ い て は,多
くの著 書が示 す よ うに,金 が 本 来唯 一 の世 界で 普 遍 的に 流通 す る国際 通貨 で あ
る と考 え る。 しか しなが ら,第 一次 大 戦 前の ポ ソ ド体 制か ら今 日に 至 るまで の
飼際金 融機 構 は,世 界 のあ る特 定 な国 の通 貨 を,信 用 貨 幣 として 国際 間で広 く
利 用 し て きた。 この こ とにつ いて どの よ うな資格 ・条 件 を 充足す る こ とで特 定
国の 信用 通貨 が 国際 通 貨 として 金に 代用 され る こ とを可 能 に したか,を 考慮 す
る とき,そ れ は,中 心 国の 資格 ・条 件 を 明 らか に す る課 題 と重 複す る ことに な
る。す なわ ち,諸 外 国か らの絶 対的 信頼 を背 景に 中心 国 通貨 が 流通す る こ とはi
絶 対 的信 頼 の中 身 を 明確 にす る こ とで あ り,同 じ こ ととな る。 従 っ て,こ こに
おい て はで き るだけ 重複 す る 部分 につ い ては 触れ ないでi言 及 す る。
まず 第 …に,歴 史的経 緯 を 回顧 し}い か な る通 貨 が 国際 通貨 として利用 され
て きたか を 追求 す る方 法が あ る。 これに つい て は,こ こで これ まで 記述 して き
た 中心 国の諸 条 件 を除 く と,そ れ は金 との結 び つ きの 大小 ・完全 さで の程度 に
つ い て の追 求 とな り,特 に1971年8月 の金 と ドル の交 換停 止 以降 につ い て は,
それ 以前 の金 の結 びつ きが存 在 し ていた時 代 の それ との関 係で,大 きな国際 通
貨 論 争 として 注 目され る事 柄 であ る。
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第 二 に,貨 幣の機 能 に焦 点 を当 て,い か な る諸 条件 を満 たす こ とが 国際 間 の
基 準 通貨 とし て,取 引通 貨(交 換 ・支払 手段)と し て,準 備 通 貨 として,介 入通
貨 とし ての機能 を1分 に 果 し得 るのか 否 か を検 討す る方法 で あ る。 ここで 一 番
問題 とな るのは,貨 幣の貯 蔵 機能 として信用 通 貨 の準備 資産 としての 条件 を 満
たす に は,金 との結 び つ きを 必然 とす るか 否か に至 る。 この こ とは,信 用 貨幣
が究 極 的 には金 との結 びつ きの絶 対性 を 議 論す る もので あ る。 しか しなが ら,
国際 信用 通 貨は,一 般 的に は手 形 ・小切 手 ・支払指 図書 ・銀 行券 ・鋳貨 が広 く
流 通 され てお り,そ の 国際 間 の取 引の 大部 分が 銀 行券 ・鋳 貨 を除 くそれ 以 外 の
方 法 が大 勢 を示 め てい る現 実 をみ て,為 替に よる方法 がず っ と続 くな らば,堀
江 薫雄 氏 が指 摘す る如 く,「各 国は最 終決 済 を必 要 とせ ず,国 際決 済 の 観点か ら
す れば,最 終 決済 の 完 了 しな い中間 段階 が継 続 的 に続 きy為 替 を保 有す る国は,
名 宛 国に対 す る請 求 す る権利 を債 権 とし て保 有 す る こ とに な る(40)」。 この こ と
は,準 備 資産 を金 に結 びつ け る必 要性 の有 無 として,国 際 通貨 の機 能 に 準備機
能 を入 れ る必 要が な く,そ れ が 函際 間 で の 受 領 性(Liquidability)さ え あれ ば 良
い・ とい う主張 に も発 展す る。 しか しなが ら,こ れ につ い ては,普 遍 的受 領性
を もた せ るた めに は,金 へ の結 びつ きを 根本 条件 とす る意 見が あ るな らば,対
抗 で ぎな い。 結 局,第 の 方法 も究極 的 に は国際 信用 通 貨 の流 通根拠 を金 へ の
結 び つ き の有 無 の議 論 に就 着す る こ とに な る。
第三 の方法 は,貨 幣を保 有す る動 機か らの追 求 ・分析 で あ る 。これ に,J・M・
ケ イン ズの取 引動機 と予備 的 動機yそ し て投 機 的動機 の3つ か らの追 求 とな る。
松村 善 太郎 氏 に よれ ば,「 通 貨 ブ ロ ックの規 模 と活 動 が世 界 的範 囲 に及 ぶか ぎ
り,そ の 中心 国通 貨 はあ たか も国際通 貨の よ うな外 観 を呈 して流通 す る。 しか
しなが ら この よ うな場 合に も,金 と交 換性 の ない通 貨が 十 分果 た し うる機 能 は
せ いぜ い取 引動機 に 限 られ,貯 蓄預 金(savingdeposit)の 形態 を とる予備 的 動機
は,貨 幣 価値 の安 定 につ い て保 証の ない軟 貨 で は十分 に 満足 させ る こ とは で き
な い。 … … しか しなが ら予 備 的動 機 に も とつ く貨 幣保 有 は,不 時 の支 出,予 測
の困難 な有利 な購 入,確 定債 務 の決済 に必 要で あ る以 上,軟 貨 圏に お いて も,
各 国 は中 心国 市場 に,取 引動機 に も とつ く貨 幣保 有 のほか に,予 備 的動機 に 応
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ず る貨幣をある程度保有 しなければな らない。 これに反 し,投 機的動機に もと
つ く貨幣需要は,軟 貨圏の中心市場ではほ とんど存在 しない といって も過言で
の 　 の コ ゆ り の 　 の の
は ない。 … … これに 対 し,第 二 次 大 戦後 の 米 ドル は一 定比 率 の金 党 換が 保 証 さ
れ るか ぎ りi金 と同様 に一 般 的交 換 手段,価 値 貯 蔵 の手段 とな りえた ので あ っ
て,各 国は ドルを もつ こ とに よって取 引動 機,予 備 的動 機 の み な らず,投 機 的
動機 を満 たす こ とが で きた(41)。」 として い る。 こ こで も究 極 的 には保 有 動 機 の
3つ の総 て を満 たす た めに は,特 に投 機 的動 機 に対 す る貨 幣 保有 動機 は 元 本の
確実 性か,利 子配 当金 が 先か の選 択 の聞 題 に な るか もしれ ない。 これ ら も金 へ
の 信用 通 貨の 結 びつ きへ の議 論 に帰 着 す る。
以上,….歴 史的 経緯 の 回顧か ら,1=二.貨 幣 の機能 の面か ら,三.貨 幣 の保
有動 機か らそれ ぞ れ 国際通 貨 を考 えて み る と,究 極的 に は金 へ の結 びつ きに帰
着す る こ とに な る。 そ こで こ こで は,國 際通 貨 の 流通 根 拠 を次 の よ うに分類 しJ
考 えてみ た い と思 う。
1.金 へ の 直接 ・間 接 的 ・絶 対 的 結 びつ きを必 要 とす る考 え方s
2.金 へ の結 びつ きは あ る方が 望 ましい として も,絶 対 的 必要 条件 で は ない と
し、う考^え方,
3.金 の結 び つ きは 不要 とす る考 え方,
まず 第1に つ い ては,小 野朝 男氏 は,「 流 通 の条 件 とし て確 実 に金 に 党 換 され
る こ とを要す る。 そ の条件 が なけ れぽ,そ れ は 流通 しな い。 まさに そ の意 味 で,
この外 国為 替 の流通 の背後 に は,常 に金 の流 通 がか くされ て い るC42)。」 とし,
　 　 コ 　 　 　
また梶 山武雄氏は,「 國際通貨は本来,交 換可能通貨である。 もっ とも,直 接
に金 と交換 され る典型的交換可能通貨であることをか な らず しも必要 としない。
金 と直結 している通貨 と交換され うる通貨の場 合もあ り,よ り広義に解釈すれ
ば相互に交換可能 な場 合を意味す ることもある。 …… これ まで アメ リカ ・ドル
コ 　 　 の 　 　 　 　
が 国際 通 貨 ない し 国際 主 軸通 貨 として 国際 通 貨 の役 割を 果 た して きた のは,膨
大 な金 を背 景 として,金 と直 結 してい た こ とく43)。」 と金 との結 びつ きを 強調 す
る。 さ らに,今 宮 謙二 氏 は,「 金 の 自由鋳造,自 由溶解,自 由輸ILI入,自 由 見
換 が私 人,通 貨 当局 を問 わず 無 条件 で行 なわれ る こ とを もって 根本条 件 としs
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そ うで なけれ ば信 用 通 貨で もなけ れば 国際 通 貨で もないC44)。」 と述べ てい る。
またi加 瀬 正一 氏 は,第 一 次 大戦 前の ポ ン ド本 位制 に言 及 し,「 各国 が ポ ソ ド
を利 用 し よ うとす るの は,単 な る便 宜 のため で な く,そ の価 値 に信 頼 をお い て,
安 心 して利 用 で き るた めです 。 ポ ン ドが この よ うに価 格 の 安定 度 を世 界的 に誇
示 しえた理 由を,イ ギ リスは じめ各 国 が 国内 的に も金 本 位制 を採 用 し,金 の 国
際 間 の 自由な移 動 を通 じy国 際 的 景 気調 整 が働 き,国 際 均 衡が保 たれ たた め,
イギ リス としては わずか の名 目的金準 備 を もって ポ ソ ドの無 制 限 な金 交 換 を保
証 し,そ の価 値の 安定 を世 界 に誇 示す る こ とが で きたわ け です。 また,国 内均
衡 と国際 均 衡 を うま く保つ た め に,中 心 国 の圧倒 的 優位 が そ れ を 助 け た(45)。」
とし,究 極 的 には金 の結 びつ きが ポ ソ ドの安 定 を導 い た根本 的 要 因 とし てい る。
また,松 村善 太 郎氏 は,「 国際取 引にお い て も取 引動 機 と予備 的 動機(M、)と
投 機 的 動機(M2)の 両 機 能を 十分 に果 たす こ とので ぎる通貨 が,完 全 な国際通
貨 としての 資格 を もつ こ とに な る。 貨 幣が 一 般 的交 換手 段 として機 能す るな ら
ば,M、 的動 機,な か ん ず く取 引動機 の ため の貨 幣保 有 は可能 とな るけれ ど,M～
的動 機 は富 の貯 蔵 の機 能 を果 たす 貨幣 で なけ れ ば満 た され な い(46)o_」としてい
る。 さ らに小 野朝 男氏 は,「 信 用通 貨 が信 用 通 貨で あ るた めに は,信 用 が確実
で あ り,そ れ の現実 の貨幣 た る金銀 へ の免換 が保 証 され て い なけ れ ば な らない。
で なけれ ば,そ れ は互 い に授 受すべ き貨 幣額 の 相殺 の手 段 に利用 され ない し,
また現 実 の貨 幣に 代わ って流通 す る こと もあ りえ な い。 この こ とは,国 際間 に
おい て も変わ りが ない。 外 国為 替 が 国際間 の信 用通 貨 として,互 い に授 受すべ
き貨 幣額 の相殺 の手 段 に利 用 され,園 際 問 を流 通す るのは,こ れ ら外 国為 替 の
現実 の貨 幣 た る金銀 へ の免 換 が絶 対 に保 証 され てい るか らで あ り,そ の限 りに
おい てで あ る。 そ の保 証が なん らか の形 で くずれ るな らぽ,そ れ らは,そ の と
た ん,も はや いか な る意 味に お いて も,信 用通 貨で は な くな る。 それ らの国際
信用 通 貨 としての 流通 は完全 に とだ え るq7)。」 としs以 上 い ずれ も,金 との結
びつ きを絶 対 的必 要条 件 として い る。
次 に,金 との結 びつ きをあ る方 が望 ましいが,絶 対 必要 条件 では ない,ま た
は,不 要で あ るとい う主張 を 挙げ る酒 井一一一 は,「 ポン ドや ドル は,単 に金
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債 務 だか ら国際 通貨 た り得 た ので は ない。 ポ ソ ド ・ドル な どは巨額 な相殺 機構
に 立脚 し,そ の ため の金 融 中心 地 を抱 えてい たか ら国際 通 貨た り得 た ので あ る。
そ の背 後 に世 界 貿 易に おけ る主導権 や 国際 的 貸付 資本 の蓄 積が あ った ことは繰
返 す まで もないC48)。」 としてい る。 次 に岩 野 茂道 氏 は,「 信用 貨 幣 の本 質を 手 形,
す なわ ち債権 債 務 の相殺 関係 として把握 し,現 代 銀行 券が 浜形 流通 に も とつ い
て 発行 され るか ぎ りに お い て,現 身 の金 は不 要で あ り,か か る不 換銀 行 券流 通
の根 拠 はた ん に国 内 貨幣 領域 の み な らず 国 際領域 で も生 きてい る㈹ 。」 と述べ
て い る。
これ ら金 との国 際信 用通 貨 の結 びつ きにつ い てs1971年8月 の金 と ドルの 交
換停 止 以降 も ドル は 国際 間 の取 引通 貨 としてs基 準 通 貨 として,諸 外 国 に よる
準 備通 貨 としてiま た,為 替 市場 へ の介 入通 貨 として圧 倒 的 な支持 を 得 てい る
現実 を,ど う考 え てい るのか をみ る と,三 宅義 夫氏 は,「 …定 量 の金 とのひ き
か えを 算実 上や め て いて も ドルが なお準備 通 貨 とし て機 能 しえ てい るの は,ひ
とえ に,諸 外 国通 貨 当局 が ドル の金 との交換 を 要 求 しな いで い る国際 協 力の お
か げで あ る⑳ 。」として い る。 また,梶 山武 雄氏 は,「 従 来 ドルは 観念 的 に もか
つ現 実 的 に も金 と連結 してい た ので あ るが,今 日に お いて はs対 外 的公 的金 免
換 は停 止 した が,観 念的 に は金 と結 びつ い て い る とい うこ とで あ る。 … … しか
し,厳 密 に いえば 観 念的 ばか りで な く現実 的に も金 に結 び つ いて い なけ れぽ な
らないか ら,そ うい う意 味か らす れ ば,尭 換 が 停 止 され てい るか ぎ り,本 来 の
意味 の 国際通 貨 で な くi混 乱 ない し混 迷の 中 に国際 通 貨 は置か れ て い る とい わ
ね ば な らない。 い いか}れ ば,本 質 的 に は国際 通 貨で ない ものが 国際 通 貨 とし
て使用 され て い る とい うの が現 状で あ る。 す なわ ち,日 常 の決済 手段 として,
また 介入 通 貨 として機能 し えて も,価 値保 蔵 のた め の準備 資産 としては 究極 的
には 機能 しえ ないか らで あ る。 どれか 一 つ ない し二 つ の機能 を営 み うる ことを
もって 国際通 貨 と規定す れ ば,い か に も国際通 貨 といえ よ うが,厳 密 に い えば
国際通 貨 とい うことはで ぎない ことに な る(51)。」 とし てい る。
以 上の よ うに,_._...次 大 戦 前の ポ ソ ド体 制か らIMF体 制 の崩 壊 以降 の現 在
に至 る まで の 国際金 融機 構 は,ポ ン ドまたは ドル を 国際通 貨 とす る国際{言用 機
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構 で あ った。 国際 信用 機 構 が信用 通 貨 ・ポ ソ ド ・ドル を使用 し,円 滑 に運営 さ
れて きたそ の根本 的 原 因を,通 貨 が金 に 党換 し うる,一 中心 国通 貨=信 用 通 貨=
金 へ の免換 一 とい うこ とで あ った のか ど うか が 最大 の論争 点 となろ う。 中心 国
の 信 用通 貨 が金へ の免換 が な くて も中 心 国の経 済 的絶対 優位 を背 景に 中 心 国通
貨 の価値 へ の信 頼 が絶対 で あ る な らば,こ れ まで 述べ て ぎた よ うな中心 国 の資
格 ・条件 を 満たせ ば,何 ら金へ の免換 を保 証 す る ことな く国際通 貨 としてf大
い に利 用 され るので は ない か,と い う疑 問 が生 じて な らない。 しか しなが ら,
これ につい ては 国際通 貨 論争 とし て これ まで に 著名 な学 者 の間 で長 ぎに渡 って
議 論 され て きた問 題 で あ り,こ こで 早計に結 論を 出す こ とは控 え るべ きで あ る
と考 え る。 従 って ここで は,以 上 の よ うな議 論 を紹 介す るに とどめ てお く。
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C.周 辺 国 の 協 力
国際 金 融 の信用 機 構が 円滑に運 営 され るため には,一.国 際情 勢 の秩 序 と平
和 の継 続 で あ り,二.中 心 国が 中心 国 として政 治的 ・経済 的 ・軍 事 的に も,絶
対 優位 の立場 を維 持 し,中 心 国 は 国際信 用機 構 の維 持 ・継 続 を守 り,ま た,諸
外 国 よ り信頼 され得 る地 位 を確 保 し,さ らに,諸 外 国 に対 し中 心 国を利用 す る
ことに伴 う種 々の フ ァシ リテ ィーを 提供 しなけ れば な らない。 三.周 辺国 は国
際 信用 秩序 を乱 す よ うな行 動 を とる こ とを極 力抑 制 せ ね ば な らな い。 す な わ
ち,国 際信 用機 構 を 乱す 要 因は 内乱 ・革 命 ・地 域 紛 争 ・戦 争な どはs論 外 で あ
るに して も,投 機 的 ・逃避 的 取 引に よる中心 国か らの資金 の大 幅 な流 出や,為
替相 場 の激 しい騰 落や,証 券 ・債 券市場 の激 しい騰 落 は,信 用機 構 の 円滑 な運
営 に とって は,大 き な障害 となろ う(52)。大 島清 氏 はy両 対 戦 問 の金 為 替本 位 制
で の論評 で,「 金 為 替本 位 制を 広 く各 国が採用 した結果,通 貨 当局 の保 有 す る
外 貨が ふ え,こ の 外貨 は と うぜ ん通 貨 発行 の準備 とな る とともに,一 部 は園際
間 を移 動す る短期 資金 とな った。 預金 に な った り投 資 され てい る外 貨に は利 子
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が つ くので,現 実 には これ が よ り高い利 子を 求 めて 移動 す る。 本来 の金 にか わ
って この よ うな短 期 資金 がつ く り出され る ところにs国 際通 貨 制度 として本来
の金 本位 制 との相違 が あ るので あ る。 事実,こ の短 期 資金 の 活動 は 相対 的 安定
期 に は 国際金 融 の 調 整に役 伍ったので あ るが,同 時 に また破 綻 の直接 的 な 原因
ともな った。 す なわ ち,為 替 相場 の変 動 を はげ し くし,投 機 的 な短 期資 金 の動
きを 活発 に し,翻 際 金 融の 混 乱を 招 く結果 とな ったC53)。」 この ことは,一 国 の
銀 行 制度 に おい て,個 人 ・企業 が銀 行 へ 預金 や 運転 資金 の運 用のた め残 高 を増
や せ ば増 や す ほ ど,銀 行 の信 用 創造能 力 は拡大 しa借 り手 は借 り易 くな る こ と
で経 済 の活 性 に大 い に貢 献す る一方,預 金 者 の_._..の 預金 取 付 けは,銀 行 の破
綻 を必 至 にす るの と同 じ ことで あ り,周 辺 国(諸 外国)が 中 心 国通 貨 建 て に よ
る信 用 手段 でs国 際 間 の決済 貸 借 を行 な い,余 資 は,中 心 国か ら流 出させ る こ
とな く運転 資 金 として,運 用 資産 として,中 心 国に 在外 資金 の型で 保有 す る こ
とが 国際金 融 不 安 ・金 融危 機 ・為 替相 場 の乱 高下 を防 く・ため の 協 力に必 要 で あ
る と考 え る。
あ と が き
世 界 のあ る特定 国がi国 際 金融 の信 用 機構 の 中心 国 とな り,そ の国 の通 貨 を
国際通 貨 とし て広範 囲 にわ た り利用 され るた め の中心 国の 資格 ・条 件 を考 察す
る時 に,大 き く分け て第一 次 大戦 前の金 本位 制 下 の ポ ン ド本位 制 と両 大戦 間 の
ポ ン ド・ ドル本 位 制,そ し て第二 次世 界 大戦後 のIMF体 制 ドの ドル本 位 制に
つ い て,そ れ ぞれ 中心 国の 資格 ・条件 につ い て,同 じよ うに取 り扱 うこ とへ の
適 否 の問題 が 存在 す る。 この こ とはyよ く言 う團際 通 貨 論 争 て の 因 際 通 貨 の
流 通 の根 拠 を,金 へ の リン クの有無 へ の論 争 と重 な る もので あ ろ う。 この こ と
は,中 心 国 の通 貨 が金 へ の結 びつ きの強 さ,ま た は,完 全 さの程度 の違 い に よ
り,中 心 国 の資格 ・条件 に それ ぞれ どの よ うな差異 が 存 在す るのか を 明確 にす
る もので あ ろ う。 また,1971年8月 の ア メ リカの金 と ドルの交 換停 止 以降 の中
心 国 の資格 ・条 件 に どれ ほ どの変 遷 があ ったか は,誠 に 興味 あ る課 題で あ る。
す なわ ち,中 心 国が 諸外 国か ら,中 心 国 の通 貨 を使 いf中 心 国の金 融市 場 で国
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際 間 の取 引 の決 済 ・貸 借 を行 な うのに,中 心 国に対 し どれ ほ どの信 認 が低 下 し
たか,ま た,具 体 的 に どの よ うな場 面で そ の こ とを具 現す る現 象 が存 在す るか
を 明確 にす る こ とは大 切 で あ る。 また,イ ギ リスの 中心 国に成 り得 た経緯 は,
産 業 革命 を逸 早 く達 成 した世 界市 場 で の工業 国 とし ての優 位 さを背 景に,中 心
国 として台頭 す る経 緯 と,ア メ リカのそ れ は,両 大 戦 を通 じ,圧 倒 的 な金 保 有
国 として,ま た,債 権 国 として の地 位 を通 じ,世 界最 大 の資本 輸 出 国 として登
場 す る もので あ った。 クラー クは,「 ニ ュー ヨー クが,有 価証 券 の最 大か つ も
っ と も競 争 的 な市場 の提供 に おい て とび抜 け た位 置 を 占め てお り,ロ ソ ドソは
そ の重 要 性に お い て問題 な く第二 位 で あ る ことは 明 らか で あ る(1)。」 と し てい
る。
この よ うに,中 心 国 に な った経 緯 の違 い は,「 ロソ ドンの運転 資金 は預/a,li:強制
力(depos五ts-compellingpower)が 存在 し,ポ ソ ドの需給 安 定 に大 きな頁 献を して
い る反面,ア メ リカのそれ はTBが 中 心で あ り,預 金 強 制 力の ないTBは,
相 対的 高金 利 とい う預金 勧誘 力(deposits-attractingpower)に よって,外 国姫 資を
引 きつけ るにす ぎないC2)。」 この よ うに,中 心 国へ の台頭 に至 った経 緯 の違 い
は,両 中 心地 の金 融構 造 に違 い を現 わ し,市 場 の運営 に 大 きな相 違 を生 じさせ
てい る。 この よ うな金 との結 び つ きの大 小 ・有 無の違 い に よる中心 国 の資格 ・
条 件 の違 いや,金 融構 造 の違 い に よる中心 国 の諸 条件 の相 違 を,慎 強 ご検 討す
る こ とは鉱 要な課題 で あ るが,そ れ 自体 それ ぞ れ大 きな研 究課 題で あ るので,
ここで は あ えて触 れ る こ とな く,将 来 それ らを検 討す るに 当 っての基礎 的研 究
としてい る。 国際 間 の取 引が 拡大 す れば す る程,国 際 間 の依存 閃 係 は 一層複 維
に な り,そ こで の決 済 ・貸 借 は,信 用 手没 に よ り信 用機 構 を通 じ行 な う必 然性
は 一層 増す こ とが 確実 と思わ れ る。 この よ うな状況 の 中で,中 心 国は いか に 讃
外 国 よ りfβ認 を獲得 し,他 の いか な る国 よ りも,よ り多 くの便 宜を 提供 す る こ
とが 出来 るか 否か の一 重 にかか っ てい る。 この こ とは,も ち ろん絶 対的 た もの
で な く,相 対 的に 他 の国 よ りもよ り一層 信 頼が 躍か れ るた め の 条件 を整 え る こ
と と,他 の国 よ りも多 くの利用 者 へ の便 宜 を提 供す る こ とに よ り,中 心 国 とし
て諸 外 国か ら信認 を 受け る こ とに な る。 今後,こ れ らの基礎 的 研究 を も とに,
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まえがきで示 した よ うな問題 を一つ0つ 検 討してい きたい と考えてい る。
(1}W.M.Clazke;LondonasaWorldFinancialCenter
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